※九州王朝史年表を作成しています。まだまだ途中です。間違いもずいぶんあると思います。今後も付け加え・訂正をしていきたいと思います。
九　州　王　朝　史　年　表（２０１０年１１月２日版）　
※『旧唐書』：日本列島内に二つの王朝あり。一方を倭国伝、他方を日本伝に載せる。日本伝「日本国は倭国の別種なり。其の国日辺に在るを以て、故に日本を以て名と為す。或は曰う、倭国自ら其の名の雅ならざるを悪（にく）み、改めて日本と為すと。或は云う、日本は旧小国、倭国の地を併せたりと」。旧唐書は“王朝の交替があった”ことをのべている。その交替の仕方については、一説として征服説をあげる。中国側の視点、古き王朝「倭国」、新しき王朝「日本国」。両者を別の伝として扱う記載様式。貞観二十三年（648）以前の貢献を「倭国」。長安三年（703）以降の貢献を「日本」。「漢より唐のはじめまで」は一貫した王朝としての「倭国」。それ以後、新興の別王朝として「日本国」として記載。（『隋書』は従来の「倭国」を「イ妥国」と表記し、「近畿王権（後の日本国）」を「倭国」と表記している。ややこしいですが間違えないように。イ妥国は南朝滅亡（589）以後は中国から孤立。太宰府にあって「日出ずる処の天子」を唱えた。天智6年（667）11月、筑紫都督府滅亡。）
　中国（唐）側は、新興「日本国」の使節と接触した最初の経験をつぎのように記す。「其の人、入朝する者、多く自ら矜大（きょうだい）、実を以て対（こたえ）ず。故に中国焉（これ）を疑う」。「実」とは古くから累積し、正史に記録されてきた中国側の認識。しかるに新興の「日本」の使節の主張がそれとくいちがっている。中国側はこれに疑惑をいだいた。『旧唐書』の成立は、後晋の劉〔日＋句〕撰、天福六年（941）～開運二年（945）。唐朝の滅亡は、907年。『旧唐書』の情報源の第一人者は、阿倍仲麻呂（仲満・朝衡）。
※『（北）魏書』：日本書紀はこの書をモデルとした。例①鮮卑が南下して長安と洛陽を占拠し、北魏を創建したとき、その初代は太祖道武帝であったが、当人以前の各代、すべて「～帝」と記した。日本書紀もまた、「701年」の文武天皇以前「神武～持統」を「～天皇」と記した。例②「魏書」の背表紙に「魏書紀」、「魏紀」と記している。『続日本紀』において『日本書紀』が『日本紀』と記されているのと、同じ。例③神話、説話も相類似。「鮮卑と魏・西晋との一大交流」と「神功皇后（倭国の女王）と魏・西晋との一大交流」。神功紀「創出」を「編年の基点」とする。
『（北）魏書』の成立は、六世紀北斉（505～572）。『日本書紀』の成立は、八世紀（720）。
※『日本書紀』：その根本性格。性格①日本書紀全体の編成は、北朝（唐）に対して追従・阿諛するため、北朝の始祖王朝である北魏の正史『魏書』を模倣した。性格② 南朝（劉宋、南斉、粱、陳）に認定された「都督」（倭の五王）を認めず、「評」と「評督」をカット。痕跡表記はあるが、日本書紀をはじめ、正倉院文書、万葉集までカットの体裁。北朝系の「郡」で一貫。性格③ 北朝の始祖「四～六世紀の魏（北魏）」は、「三世紀＝卑弥呼の時代の魏（曹魏）」及び「西晋（武帝）」を継承する立場。従って日本書紀も「神功紀」を特設。曹魏・西晋（武帝）との友交を「虚示」するため、俾弥呼と壹与の二人を神功皇后一人と等置（習合）。性格④『日本書紀』という本はかなりあちこちの史料を持ってきて自分の好きな時点に挿入するという癖がある。反面自分で勝手に、小説家が小説をつくるように、お話をつくってのせるというそういう悪い癖はない。
※『東日流外三郡誌』と『新唐書』の日本：『東日流外三郡誌』は安日彦・長髄彦が筑紫の日向の賊に追われて、津軽に流れて来たと記す。筑前福岡市に字地名の日の本（ひのもと）があり、安日彦らはここから、ニニギに追われたのではないか。天孫降臨と言われているニニギらによる日の本への侵略事件だ。安日彦らは津軽へ亡命する際、地名を持っていった。それが日本中央碑にある日の本であり、後の日本（ひのもと）将軍安藤氏へとつながる。「東日流」とは東へ日本が流れるという、安日彦らが地名（日本）を津軽へ持ってきたことに由来する当て字ではないか。『新唐書』日本伝に見える、「日本は乃ち小国、倭（九州王朝）のあわすところとなる、故に（大和朝廷は）その号を冒せり」という記事もこの天孫降臨事件を述べたものではないか。一世紀から七世紀まで存続した倭国（九州王朝）は、北部九州に先住した「日本」を侵略した。そして八世紀以後、倭にとってかわった大和朝廷が古く由緒ある日本という国号を使用したと、近畿天皇家の使者は中国側に述べたのであろう。そのことが、「あるいは云う」として『新唐書』に記された。『東日流外三郡誌』に残された伝承と『新唐書』の一致は重要である。『東日流外三郡誌』抜きに日本国の歴史を知ることはできない。
※『二中歴（人代歴・年代歴）』：「年始、569年。内、39年、号無く、干支を記さず。其の間、縄を結び木を刻み、以て政を成す。」
　「今案ずるに」という編者の意見が百近くある。「今」とはいつか。「今案ずるに」という「編者」はいつの人か。『二中歴』は平安中期の成立。人代歴に、神武天皇から現在まで1759年経っているという。神武が紀元前660年とされていることから1759－660＝1099年。この編者は、堀河天皇（1086～1107）時代の人。九州年号の始まりは、517年。「年始、569年」とは何か。九州王朝が始まってから569年経っているということ。517年－569年＝52年。つまり紀元前52年か53年頃が九州王朝の始まり。考古学出土遺物の激変、「前末中初」の時代。「内、39年、年号」が無かったという。52年－39年＝13年。紀元前13年か14年まで、干支を知らない時代、結縄刻木で政治が成されてきた時代だったという。
　後漢の光武帝から金印をもらったのが建武中元二年、西暦57年。九州王朝が干支を使い始めて13年＋57年＝70年。中国文明と同じ暦を使い始めて70年。金印授与に至るまでに70年の「両国々交史」があった。　　　　　　
「初要集を覧るに、皇極天皇四年を大化元年と為す。」「已上百八十四年、年号三十一代、〈欠字〉年号。只人有りて伝え、〈大宝自り始めて年号を立つ〉と言而已（のみ）」（以上のように184年間、年号31個、人有って言い伝えてきた〈欠字〉年号があった。大宝から始めて年号が立てられたように言ってるだけ。）
※『海東諸国記』：『海東諸国紀』に九州年号が収録されているという史料事実は、同書編纂に当たり九州王朝系史料が使用されたことを示す。このことは年号以外にも九州王朝系記事が掲載されている可能性を示唆する。『海東諸国紀』（天皇代序）の九州年号時代（六世紀～七世紀）を中心として、そこに記された記事のうち、記紀など日本国側史料に見えない記事を精査し、その中から九州王朝系記事の抽出を試みた。そして『二中歴』所収「年代歴」に記された九州王朝系記事と比較。この方法は史料批判の方法としての有効性を持つことが確認できた。中でも「九州王朝の近江遷都」など従来にない視点（作業仮説）などが新たに明らかとなった。（古田史学会報2004年4月1日№61「九州王朝の近江遷都---『海東諸国紀』の史料批判」古賀達也）
※百済年号：「建興五年歳在丙辰」（536年or596年・金銅釈迦如来像光背銘）。「帝泉帝皇明雲廿六年<為>　福智帝皇白雲元年」（宮崎県南郷村神門神社）。ほとんど残っていない。
※新羅年号：536年。六世紀の半ば～七世紀半ば。『三国史記』に、新羅の年号。白村江前夜、新羅は唐に接近。唐の太宗は新羅の真徳王が「太和」という年号を建てていたのに対し、「新羅は大朝（唐）に臣事す。何を以て別に年號を稱する。」と難詰。新羅は「年号廃止」を誓う。　十二世紀頃『三国史記』を作った著者としての意見：「我々は中国の天子の恩恵のもとに国を維持しているのに、年号を作るというのは実にけしからんことであった。」後の高麗の学者が自分の昔の国、新羅に対してまだ怒っている。
※九州年号：517年。六世紀初め～八世紀初め。七世紀前半、近畿では推古朝。新羅では自前の年号を使用している真最中。その真最中に多利思北孤は、「日出づる処の天子」と言った。“中国が天子なら私も天子だ。海東の菩薩天子だ。”と言っている。　多利思北孤は、新羅王が年号を作っているのを知っている。「王」でも年号を作っていることを知っている。それを天子と称している自分のところで年号を作らなければおかしい。当然「日出づる処の天子」も年号を作っていたはず。近畿の聖徳太子は大化よりズーと前。だから七世紀前半に近畿天皇家が年号を作っていないことは明らか。この面からも推古天皇か聖徳太子が「日出づる処の天子」と言ったとするのはおかしい。ところが九州王朝だとすると、新羅より19年前（九州年号は継体元年が517年、新羅年号は建元元年が536年。）に年号を作っている。「日出づる処の天子」は九州王朝だ。
※西村命題：それなら、なぜ『日本書紀』は、今のような内容で書き残されたか。
※多元的歴史観：
【ヘロドトスの主張】ひとつの事件を多くの視点から見ること。ギリシャ人の伝えるところ、シリア人の伝えるところ、エジプト人の伝えるところ、それらをいずれも尊重し、記述する立場、多元的な歴史理解。
【その神話・伝承版】シュリーマンの発掘以降に起きた。
【必然の形成・独尊の骨格】いかなる国の、いかなる「神話・伝承」も、それぞれがそれぞれの方法でそれぞれの宇宙形成や人間の発祥を語る。ヨーロッパの精神界の骨格は、次のように形成されてきた。確実なのはバイブルに書かれた神話・伝承である。他はすべて、本質的に不確実、もしくは架空である。
【シュリーマンの発掘の論理的意義】イラク・イランやインド・中国などの「神話・伝承」も、「イリヤッド」と同様、その根本では「史実」を中心に構成されている。
【シュリーマンの発掘の論理的帰結】バイブルの伝える神話・伝承の相対化。バイブル伝承の絶対性の喪失。バイブルの伝える神話・伝承も、多地域・多民族・多文明の数多くの、史実を核とする神話・伝承の一つ、すなわち“ワン・ノブ・ゼム”となる。
【壮観な光景】いかなる国の、いかなる「神話・伝承」も、そのすべてが「史実」の核をもち、「史実」をもとに構成されている。ヘロドトスが“狂喜”する光景。人間の淵源と発展をそれぞれの「目」からうかがい見ることができる光景。
【必然の形成・独尊の骨格】日本の精神界の骨格は、次のように形成されてきた。近畿大和なる天皇家の王権は、七世紀よりも前から日本列島内で唯一の卓越して尊貴な中心的権力であった。この一元通念に立たない書は、すべて偽書であり、この一元通念に合わない内容は、すべて造作である。
【東日流外三郡誌の論理的意義】書かれている内容と考古学的事実との一致から、その根本では「史実」を中心に構成されている伝承の本。一元通念に立たない書をすべて偽書とは言えなくなった。
【東日流外三郡誌の論理的帰結】一元通念に立つ書が伝える神話・伝承の相対化。一元通念伝承の絶対性の喪失。記紀の相対化と絶対性の喪失。
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	●【稲モミ】①岡山県岡山市津島東の朝寝鼻貝塚や同県灘崎町の彦崎貝塚から、約6000年前の稲のプラントオパール発見。②岡山県総社市の南溝手遺跡や津島岡大遺跡から、縄文後期末の土器にモミの圧痕発見。③福岡県の曲り田遺跡の縄文時代晩期の竪穴住居跡から多数のモミ発見。西日本では少なくとも紀元前3500年以前から稲作が行われていた。
	
	

	紀元前1000
	●【水田耕作】①佐賀県唐津市菜畑遺跡から、縄文晩期の紀元前５世紀頃と推定される水田跡発見。②岡山県岡山市江道遺跡から、紀元前４世紀の水田跡（小区画水田）など発見。③福岡県の板付遺跡から、紀元前３世紀の水田跡よりさらに古い水田跡発見。④宮崎県都城市の坂本Ａ遺跡から、弥生前期後半の水田跡、下層にさらに古い畦発見。⑤福岡県内の最古級の水田跡。野多目遺跡（大区画水田）・十郎川遺跡・有田七田前遺跡・雀居遺跡・橋本一丁田遺跡。
●2003年5月国立歴史民族博物館は、炭素14年代測定法により、水田耕作の開始時期を紀元前10世紀頃とする研究成果を発表。弥生時代を500年遡らせた。
●高知大学の中村純氏は、花粉学の研究から、板付遺跡では3700年ぐらい前から稲や水田雑草の花粉が急増するという成果を示された。紀元前10世紀を遡る可能性を示された。
	
	●2003年春、国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市）は「弥生時代の始まりは通説より500年も早い」という放射性炭素14を使った年代研究を公表した。公表から６年めの2009年春、これまでの成果をまとめた研究報告会が開かれた。土器に付着した炭化物（スス、焦げ）を中心に測定数は全国の約5000点（縄文～古墳時代）。これを踏まえ藤尾慎一郎・歴博教授は各地の弥生の始まり（水田稲作の開始時期）を次のように説明した。　 
九州北部＝紀元前10世紀後半　　
九州東部～西部瀬戸内＝前700～前650年　　
近畿＝前7世紀後半　　
北陸＝前6世紀ごろ　　
東海＝前6世紀中ごろ～前5世紀末ごろ　　東北＝前400年前後
関東＝前3世紀後半

	紀元前9 2 3
	○「今より二千五百年前に、支那玄武方より稲作渡来して、東日流及び筑紫にその実耕を相果したりき」（天正五年九月一日行丘邑高陣場住北畠顕光・「丑寅日本史総解」）
  　　　2500－1577（天正５年）＝923
○「日本国之国、坂東より丑寅を曰ふ。人跡十万年乃至十五万年の古歴に在りて、古来よりアラハバキイシカホリガコカムイを信仰す。国土、国民、能く治まりて、七族併合し、亦、信仰も一統にして、更に西南へ皆、人相捗りぬ。依て、坂東より西を倭国と称し、その国主ぞ耶靡堆王阿毎氏とせり。
　今より二千五百年前に、支那玄武方より稲作渡来して、東日流及び筑紫にその実耕を相果したりきも、筑紫にては、南藩民、航着し、筑紫を掌握せり。
　天皇記に曰く一行に記述ありきは、高天原とは、雲を抜ける大高峯の神山を国土とし、神なるは日輪を崇し、日蝕、月蝕、既覚の民族にして、大麻を衣とし、薬とせし民にして、南藩諸島に住分せし民族なり。
　高砂族と曰ふも、元来住みにける故地は、寧波と曰ふ支那仙霞嶺麓、銭塘河水戸沖杭州湾舟山諸島なる住民たりと曰ふ。
　筑紫の日向に猿田王一族と併せて勢をなして、全土を掌握せし手段は、日輪を彼の国とし、その国なる高天原寧波より仙霞の霊木を以て造りし舟にて、筑紫高千穂山に降臨せし天孫なりと自称しける。即ち、日輪の神なる子孫たりと。智覚を以て謀れるは、日蝕、月蝕、の暦を覚る故に、地民をその智覚を以て惑しぬ。例へば、天岩戸の神話の如し。
　当時、耶靡堆に既王国ありて、天孫日向王佐怒と称し、耶靡堆王阿毎氏を東征に起ぬと曰ふは、支那古伝の神話に等しかるべし、と天皇記は曰ふなり。                      （以下略）
　　

天正五年九月一日
　　　　　　　　行丘邑高陣場住　北畠顕光」
○「和田家文書」記述と歴博の水田稲作開始時期研究報告とが対応している。「和田家文書」の学問的研究が待たれる。答えを先にした「真書・偽書枠設定策動」に惑わされることなく、中身を研究したい。また「和田家文書」に引用された『天皇記』・『国記』の存在探究を待ちたい。「枠設定策動」は日本文化の破壊である。
	
	○【謡曲高砂】
 　　　阿蘇の宮の神主友成
 播磨国高砂・姥------高砂族寧波・男
 摂津国住吉・尉------博多住之江・女
 　　「山川万里を隔つ」
 　「上代～延喜の御代」　　　　　　　ワキ　ふしぎや見れば老人の夫婦一所にあ　　　りながら遠き住みの江高砂の　浦山　　　国を隔てて住むといふはいかなるこ　　　とやらん
ツレ　うたての仰せ候や　山川万里を隔つれども互いに通ふ心づかひの妹背の道は遠からず
シテ　まづ案じても御覧ぜよ
シテ　高砂住の江の　松は非情の物だにも　　　相生の名はあるぞかし　ましてや生　　　ある人として年久しくも住吉より　　　　通い慣れたる尉と　姥は松諸共にこ　　　の年まで　相生の夫婦となるものを
ワキ　謂れを聞けば面白や　さてさてさきに聞こえつる　相生の松の物語を　所に言ひ置く謂れはなきか
シテ　「昔の人の　申ししは。これはめでたき世のためしなり。」
ツレ　高砂といふは上代の　万葉集の古への義
シテ　「住吉と申すは。今この御世に住み給ふ延喜の御事。」
ツレ　松とはつきぬ言の葉の
シテ　「栄えは古今　相同じと。」御代をあがむるたとへなり 
 　　　　　
○福岡には住吉神社が多数存在。姪浜住吉神社は、伊邪那岐の禊場所（筑紫の日向の橘の小戸の檍原）の「小戸」付近。「檍が原の波間より（謡曲白楽天）」の句に一致。「高砂」では住吉神を神松とし、「生の松」を名所と謡う。姪浜住吉神社は「生の松原」 に隣接。神功皇后の植えたという「逆松（生松）」も同松原に存在。博多区の住吉神社や福岡城にも 神松の伝承がある。謡曲「老松」も神松が主役。
 　博多湾岸には神松伝承が集中する。筑紫住吉の神は摂津住吉より遥かに古く、本来の住吉の神は筑紫の神だった。

	紀元前9 0 0
紀元前
9世紀
紀元前8 0 1
	
	
	

	紀元前8 0 0
紀元前8世紀
紀元前7 0 1
	●弥生時代の開始年代BC10～8世紀。

	
	

	紀元前6 6 0辛 酉
	○三善清行（つらゆき）『革命勘文』上申（901年）「易緯に云ふ、辛酉を革命となし、甲子を革令となす、と。」「詩緯に云ふ、十周して参聚し、気神明を生ず。戊午運を革め、辛酉命を革め、甲子政を革む、と。」「遠くは太祖神武の遺蹤を履み、近くは中宋天智の基業を襲ひて、当にこの更始を創め、かの中興を期し、元号を鳳暦に建て、作解を雷声に施すべし。」中国の辛酉革命という讖緯説は改元とは別の問題。革命を改元に結びつけたのは日本列島内、九州王朝のアイデアか。
	神武元年
	○三善清行『革命勘文』（901年）辛酉革命の改元。甲子革令の法制度改革。

	紀元前5 8 1庚 辰
	
	綏靖元年
	

	紀元前5 6 6乙 未
	▼ゴーダマ＝ブッダ　　BC566,BC463,BC383
	綏靖１６
	

	紀元前5 4 8癸 丑
	
	安寧元年
	

	紀元前5 1 0辛 卯
	
	懿徳元年
	

	紀元前4 7 5丙 寅
	
	孝昭元年
	

	紀元前3 9 2己 丑
	
	孝安元年
	

	紀元前2 9 0辛 未
	
	孝霊元年
	○越智氏は始祖を孝霊天皇の第三皇子、伊豫皇子としている。伊豫皇子の三人の子どもの末子が伊予国小千（越智）郡大濱に住み着いて、小千御子を名乗る。兄の一人は吉備の児島に行き三宅氏を、もう一人は駿河国清見崎（後の伊豆国、三島神社付近か）に着き、大宅氏をそれぞれ名乗る。

	紀元前2 1 4丁 亥
	○少名彦名の常世の國への出発の時間帯は「天孫降臨」の前。「天孫降臨」は、少名彦名の留守をねらって筑紫を襲った事件。大国主に国を譲れという言いかたをしたという。大国主が留守預りであった板付という日本最大の縄文水田の地帯を襲った留守狙い。（古事記の仁徳紀、おしてるやの歌へ）「大国古事記」「少名彦名古事記」
●【天孫降臨・前末中初】
　歴史的事実である。「三種の神器」が出土する吉武高木は、弥生中期の初頭である。ここを境にして出土物が一変するという考古学的事実に一致している。前末中初（前２００～前１５０）。
☆弥生時代前期末の紀元前三世紀末から二世紀前半に対馬・壱岐領域の天国（海人国　あまこく）から、筑紫（ちくし）といわれる博多湾岸に侵入した話。アマテラスもその孫のニニギノ命も実在の人物。天国が筑紫へ侵略した事件であり、ニニギは倭国と言われた九州王朝の祖先である。
☆【なにはづに　さくやこのはな　冬ごもり　いまは　はるべと　さくやこの花】コノハナサクヤヒメとニニギの御成婚、即位の式の歌。コノハナサクヤヒメ側の歌。ニニギ側の歌もあったはず。
●【「日の本」地名淵源と津軽への稲作伝播】
　日の本とは、糸島博多湾岸の太陽信仰の聖地に由来している。たとえば平原（ひらばる）は、平は日羅（ひら）で、原は集落を意味するバルであろう。有名な弥生の平原遺跡は縄文時代からの太陽信仰の聖地に侵略者（ニニギ）たちが造った墓だ。すなわち三種の神器をシンボルとしていた集団が造ったものである。これら金属器や三種の神器は弥生中期初から現れるが、弥生前期末以前には現れない。こうした考古学的事実はこの時代に大事件が起こったことを示すものだ。それが『記紀』で言う天孫降臨であり、『東日流外三郡誌』には「筑紫の日向の賊」により安日彦らが津軽に追われた、と記された事件を指す。更にこのことを裏づける事実として、板付水田がこの時期に断絶していることや、青森県の砂沢遺跡（弥生前期）、垂柳遺跡（弥生中期）の水田が、板付水田と同じ形式で発見されている。これは、安日彦らが稲と稲作技術を持って、津軽へ亡命したことと符合している。しかも、東北ではこの青森県の稲作遺跡が最古であり、南から順次稲作が伝播したという形跡は見られない。これなども、安日彦らの糸島博多湾岸からの亡命という『東日流外三郡誌』の記述でしか説明できない。『東日流外三郡誌』には稲を持った安日彦の絵が記されているが、これだけ考古学的事実と伝承が対応しているのである。そうすると、天孫降臨以前にすでに日本や日向（ひなた）、ヒラという地名は存在していたのである。これは縄文時代からの地名と考えざるを得ない。例えば糸島の雷山には、天から巨石が降りてきたという伝承があり、麓にも天降（あまおり）神社がある。これも、天孫降臨よりも古い、縄文の巨石神話を淵源としているもので、後に天孫降臨に関連付けられて、ニニギを祭神としたのであろう。
○【皇暦による時間軸】
『新撰姓氏録』の史料批判により確立された。孝元を祖とする氏族108。これによって大八洲各地へ降臨した氏族（天孫族）を調べることが可能となった。例えば、古代吉備の豪族、吉備津彦命は孝霊紀によれば孝霊天皇の皇子、彦五十狭芹彦命の亦の名とされており、孝元と同時代に設定されている。国生み神話における天孫族の伊豫二名洲の征服譚（天孫降臨の一つ）か。小千御子の子は天狭貫、孫も天狭介を名乗り、天孫族であることを示している。伊豫皇子や小千御子が天孫族で、孝元の時代に「伊豫二名洲」を支配下におくために派遣された説話か。伊豫皇子の次男が吉備の児島に住み着いたこも、国生み神話の「吉備子洲」に対している。
	孝元元年
	○孝元はニニギの時代か。108氏族は天孫族が大八洲各地へ降臨した氏族。例えば越智氏は始祖を孝霊天皇の第三皇子、伊豫皇子としている。伊豫皇子の三人の子どもの末子が伊予国小千（越智）郡大濱に住み着いて、小千御子を名乗る。兄の一人は吉備の児島に行き三宅氏を、もう一人は駿河国清見崎（後の伊豆国、三島神社付近か）に着き、大宅氏をそれぞれ名乗る。
○通説：「天孫降臨」は架空の話。☆通説：ニニギノ命は伝説上の人物。
○【王朝習合】
　アマテラスと須佐之男を兄弟に見立てることで出雲王朝と筑紫王朝を「習合」させる。

	紀元前1 5 7甲 申
	
	開化元年
	

	紀元前
1 2 6乙 卯
	▼張騫が漢に西域の情報をもたらす。 BC126年
	開化３２
	

	紀元前
9 7 甲 申
	
	崇神元年
	

	紀元前８８癸 巳
	
	崇神
１０
	○四道将軍を命じる。
○三道将軍（『古事記』）

	紀元前５２己 巳
	○九州王朝の年始。前末中初。　 　　　　　　　517年－569年＝52年
  　　　　紀元前52年もしくは53年。
	崇神４６
	                        

	紀元前
３３
戊 子
 
	
	崇神６５
	○任那が蘇那曷叱智（そなかしち）を遣わして朝貢する。任那は、筑紫の国を去ること二千余里。北、海を阻てて鶏林の西南に在り。（日本書紀は短里か。天武十年にも短里の例あり。）

	紀元前
１３
戊 申
	○干支使用＝中国文明の暦を使用。それまで結縄刻木。
    　　52年－39年＝13年
　　　　紀元前13年か14年。
	垂仁１７
	

	弥生中期の終わり
	○【神武東侵】   
 　神武は実在した。史実である。 大和は弥生前中期には銅鐸が出土するが、弥生後期には銅鐸は消滅する。壊された銅鐸も出土する。
○現代でも神武に味方した人々と反抗した人々との差が歴然としている話がある。
例１　「地元の人と懇意になり、朝まで飲み明かした。自分の先祖は大和に入ってきた神武天皇に反抗した家柄だ。だから近所の家からずっと差別されてきた。」（奈良県吉野の山奥に行った測量会社の社員の話）。

例２　「神武に味方したという家柄を知っている。今でも名家として土地の信望を集めている。」（古田先生）。
	
	○通説：神武は実在しない。神武東征は史実ではない。銅鐸は共同体の祭器であるが、大和に統一権力が出現したため、共同体祭器が必要なくなった。このため銅鐸が 出土しない。（小林行雄の仮説が定説となっている。）
○【王朝習合】
 「天羽羽矢一隻及び歩靫」（天表）を見せ合う。神武と長髄彦・饒速日命が同じ天神の子である証拠とする。これで両権力を「習合」させた。残った敗者の子孫をフォロ
 ーし、取り込む方法。

	紀元前

５７丁 巳
	▼「倭国の南界を極（きわ）むるや　光武　賜うに印綬を以ってす」（倭国が南界を極めたことを誉めて金印を綬ける。）
▼「中国の印文の表記法」：志賀島の金印は、「漢の委奴(ゐど）国王」と読む。 古代中国の印、特に周辺諸国へ授与した印文のルールは、基本的にはＡ国（中国王朝）からＢ国（中国へ臣従した周辺諸国）へという二段国名表記である。一部例外として、授与者側である中国王朝名が省略された一段国名表記が存在する。しかし、Ａ国がＢ国の中のＣ国へ贈ったなどという三段国名表記は皆無。志賀島の金印も二段国名表記として読むべきだ。
▼「金印をもらった倭国の中心王朝」：金印は中心国にあたえられるもの。

▼「『三国志』、『後漢書』の倭国歴史記事」：5世紀の范曄は、「倭奴国」を「女王国」の前身であると見なしていた。「大夫」の証言①②。

①古より以来、其の使中国に詣るや、皆自ら大夫と称す。〈3世紀の三国志、魏志倭人伝〉
②建武中元二年、倭奴国、奉貢朝賀す。使人自ら大夫と称す。〈5世紀の後漢書、倭伝〉
· 「志賀島という出土地点」
●「多鏡墓時代」の「盛行」は「AD57年～316年」。
●「多鏡墓時代」は「弥生中期」である。俾弥呼の時代は「弥生中期」だ。従来、俾弥呼の時代に相当するとされていた「弥生後期（後半）」には、「小型イ方製鏡」類が出土するにすぎない。考古学編年の間違い。九州の考古学者の「弥生後期（初頭）」＝近畿の考古学者の「弥生中期」。九州の「弥生中期」「弥生後期」は、近畿の「弥生中期」「弥生後期」より早い。
●「漢の権威」を映しかがやく「前漢式鏡」（三雲・須玖岡本や立岩）や「後漢式鏡」（井原・平原）は、いずれも、「漢の金印」授与後の現象とみなすべきだ。

	垂仁８６
	○通説：「建武中元二年、倭の奴国、奉貢朝賀す、使人ら大夫と称す。倭国の極南界なり。光武賜うに印綬を以ってす。」
○発掘当時、福岡藩の儒者、亀井南冥は、委奴を“やまと”と読み、 天皇に授けられたものとした。江戸から明治の初めまでは「漢の委奴(いと)の国王」と読み、倭人伝の伊都国とする説が主流だった。三宅米吉は明治25年に「漢の倭（わ）の奴(な) の国王」と読む説を発表し、定説となる。
○三宅説
①「委」は「ヰ」、「伊」は「イ」。「奴」は「ド」「都」は「ト」。両字とも音韻が合わない。②『三国志』倭人伝に二つの「奴国」。戸二万の奴国（＝博多湾）と、国名だけ記された二十一国中の最後尾の奴国。『後漢書』は後者を極南にありとし、金印の奴国と取り違えた。

	6 7
丁 卯
	○蔡いんらが仏典を請来し法師を伴って西域から帰る。中国での仏教初伝来説の一つ。68年、白馬寺建立か。

	垂仁９６
	

	1 0 7
丁 未
	○安帝の永初元年、倭国王帥升等、生口百六十人を献じ、請見を願う。（補「生口を献ず。百六十人、請見を願う。」）　　　　　（『後漢書』倭伝） 

	
	

	1 1 0
庚 戌
	▼後漢・安帝・永初4年
▼高句麗・太祖王40年

	景行４０
	○【現人神＝神人習合】「吾（日本武尊）は是、現人神の子なり」生きている権力者（日本武尊）と神を「習合」させる。「神代と人代の相似形」（西村）・スサノオとヤマトタケルの系図の相似。
○大魚アラ→アラ神→アラハバキ

	1 2 4甲 子
	
	
	

	1 2 5乙 丑
	●「室見川の銘版」。延光四年（125年）に倭国側の手で銘版に文字が書かれていた。
	
	

	1 2 6丙 寅
	
	
	

	1 4 7

丁 亥
	▼「桓・霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。（147年～188年）」（『後漢書』倭伝）
桓帝１４７年～167年・霊帝１６８年～188年
▼「其の国、本亦男子を以て王と為し、住とどまること七、八十年。倭国乱れ、相攻伐すること歴年。」（『三国志』倭人伝）倭国の二倍年暦からいえば7,80年とは半分の35～40年となる。
　　107年　 倭国王帥升＝男子を以て王と為し
　（40年）  住まること七、八十年

147年～188年　  桓・霊の間、倭国大いに乱れ
　（歴年）  主無し。

　　　238年　　 女王俾弥呼
▼倭人の「二倍年暦」
　　(1) 魏略に曰く、其の俗正歳四節を知らず。
　　　　但ゝ春耕秋収を計って年紀と為す。　

〈三国志、倭人伝、裴注所引「魏略」〉
　　(2) 其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。
　　(3) 又裸国・黒歯国有り。復其の東南に在り。船　　　　行一年にして至る可し。

	
	

	1 7 8
戊 午

	▼後漢・霊帝・光和元年
▼高句麗・新大王14年
	成務４８
	○清賀上人：成務天皇48年（178年）来朝。応神天皇11年（211年）7/15示化。在倭34年。皇暦による時間軸を適用すればありうる。


	1 8 8

戊 辰

	▼「桓・霊の間、倭国大いに乱れ、更ゝ相攻伐し、歴年主無し。（147年～188年）」（『後漢書』倭伝）
桓帝１４７年～167年・霊帝１６８年～188年

▼「其の国、本亦男子を以て王と為し、住とどまること七、八十年。倭国乱れ、相攻伐すること歴年。」（『三国志』倭人伝）倭国の二倍年暦からいえば7,80年とは半分の35、40年となる。
107年　 倭国王帥升＝男子を以て王と為し
　（40年）  住まること七、八十年

147年～188年　  桓・霊の間、倭国大いに乱れ
　（歴年）  主無し。

　　　238年　　 女王俾弥呼、30代なかば。
▼倭人の「二倍年暦」
　　(1) 魏略に曰く、其の俗正歳四節を知らず。
　　　　但ゝ春耕秋収を計って年紀と為す。　

〈三国志、倭人伝、裴注所引「魏略」〉
　　(2) 其の人寿考、或は百年、或は八、九十年。
　　(3) 又裸国・黒歯国有り。復其の東南に在り。船　　　　行一年にして至る可し。
　　　　

	
	

	1 9 2
壬 申
	
	仲哀
元年
	

	1 9 3
癸 酉
	
	仲哀
２年
	○9月。豊浦宮。

	2 1 1
辛 卯
	▼後漢・献帝・建安16年
▼高句麗・山上王15年
	神功１１応神１１
	○清賀上人：成務天皇48年（178年）来朝。応神天皇11年（211年）7/15示化。在倭34年。

	2 1 6丙 申
	▼4月曹操が魏王となる。
▼高句麗・山上王20年
	神功１６応神１６
	○神功紀16年。
○王仁来朝。文字伝来。

	2 3 8
戊 午
 　
 
	▼「景初二年六月、倭の女王、大夫難升米等を遣はし、郡に詣り、天子に詣りて、朝献せんことを求む。太守劉夏、吏を遣はし、将って送りて京都に詣らしむ。」〈倭人伝の原文は「景初二年」〉
▼「戦中遣使」５つの問いに答えることなく『三国志』の原文（「景初二年」）改定はできない。
  第一、倭国側が「周知」のはずの“帯方郡から洛陽のルート”をなぜ今回は帯方郡の「吏」を案内役として“つけた”のか。
第二、倭国側の奉献物が「男生口四人、女生口六人、斑布二匹二丈」と“過少”なのはなぜか。
  第三、逆に、魏側の下賜品が“過大”である。両者のアン・バランスが異常である。
  第四、「景初二年十二月」に魏の天子（明帝）から詔勅が卑弥呼に対して出された。しかるに、「実行」された形跡がない。なぜか。
  第五、上記の詔勅の「実行」は、翌々年（正始元年）、逆に魏側が帯方郡の使者を倭国へ派遣する、という形で行われている。いわば、果されなかった約束の、手厚い実行、いわば「改行」だ。
▼正使、難升米（なん・しめ、姓＋名）。副使、都市牛利（といち・？、職能＋名）。魏軍が遼東半島の公孫淵と戦ったとき、魏軍は海上を東行し、朝鮮半島側に到着。西側（西の北京〈燕〉側）から公孫淵を“挟み撃ち”にして勝利を得た。東シナ海の「海域・風土地図の航行法」という倭国の（松浦）水軍情報の提供による勝利。情報、6月。勝敗8月。
▼卑弥呼の年齢：景初2年（238年）直前の即位時期には35歳前後。正始年間（240～248）に死んだとすれば、45歳前後で永遠の眠りについた。
　　
名づけて卑弥呼と曰（い）う。鬼道に事（つか）え、能く衆を惑わす。年已に長大にして夫壻無し。
「年已に長大」。『三国志』全体について、この用語例を探究。明証は次の文である。
　　
丕（ひ　曹丕）の、業を継ぐに逮（およ）ぶや、年已に長大。（呉志七・諸葛瑾伝）、
「丕」とは、曹操の子、曹丕。魏の第一代の天子、文帝。その文帝紀（魏志二）によると、彼の即位は延康元年（220年）、34歳（黄初七年〈226年〉に40歳で死）。「業を継ぐ」とは、漢から禅譲をうけて、魏を創建した延康元年の即位時点を指した言葉。したがってこの「年已に長大」は、三十四歳頃を指して用いられている（五世紀の裴松之も、『三国志』の孫奮伝〈呉志十〉の「三十・四十」に対応させて、この「已に長大」の語を用いている）。
▼12月。明帝急病。
▼魏景初２年
	神功
３８応神３８

	○『日本書紀』は神功紀を編年の年代合わせの原点にしている。
○『日本書紀』は（北）『魏書』を真似ている。俾弥呼（ひみか）・壹與（いちよ）の二人の女王を一人の神功皇后に結びつけるという無茶をやってまでして関係を強調している。
○【人人習合】
　神功皇后と俾弥呼・壹與を習合させている。
●箸墓：径156m全276m崇神天皇時代前後、随一の規模をもつ巨大古墳。被葬者は倭迹迹日百襲姫命（やまとととびももそひめのみこと）。
第八代、孝元天皇（彼女の父）
第九代、開化天皇（彼女の兄）
第十代、崇神天皇（彼女の甥）
●前方後円墳と言われる巨大古墳を持っていたのが神武から武烈までの甲系列の伝承。乙系列の伝承をもつ継体の古墳は、小さい古墳。今の考古学では継体あたりも巨大古墳に入れているが、間違い。最近大和の箸墓古墳を俾弥呼の墓にあてるため年代を遡らせた。先頭を遡らせたら、お尻のほうも遡らせなければ空白ができる。先頭を遡らせたら北陸出身の継体あたりの古墳は乙系列の中に入ってくる。
▼魏朝天子第一代文帝紀：陵墓に関する「文帝の詔勅」。「古えより今に及び、未だ亡びざるの国有らず、亦掘られざるの墓なきなり。」
▼俾弥呼は魏晋朝に「臣従」を誓い、「親魏倭王」の称号を下賜された女王。巨大古墳を造ることはない。「大いに冢を作る」「径百余歩」から墓形は円、魏朝の短里でその径30ｍ前後。箸墓が俾弥呼の墓であることはあり得ない。

	2 3 9
己 未
 　
	▼1月。明帝死亡。
▼1月。斉王即位。
▼魏景初３年
（『梁書』は「景初三年」とする。）
	神功３９　　応神
３９
	○神功紀39年。魏志に云はく。明帝の景初三年の六月、倭の女王、大夫（たいふ）難斗米を遣（つかは）して、郡（こおり）に詣（いた）りて、天子に詣（いた）らむことを求めて朝獻す。太守鄧夏、吏を遣（つかは）して、将（ゐ）て送りて、京都（けいと）に詣（いた）らしむ。

	2 4 0
庚 申
 
	▼魏正始元年
▼（正始元年）倭王（俾弥呼）、使（魏使）に因（よ）って上表し、詔恩を答謝す。
	神功４０
応神４０
	○神功紀40年。魏志に云はく。正始の元年に、建忠校尉梯携等を遣して、詔書印綬を奉りて倭國に詣らしむ。

	2 4 1
辛 酉
	▼魏正始２年
	神功４１応神４１
	○神功紀41年。

	2 4 2
壬 戌
	▼魏正始３年
	神功４２応神４２
	○神功紀42年。

	2 4 3
癸 亥
 
	▼魏正始4年
▼（正始4年）冬十二月、倭国女王俾弥呼、使を遣わして奉献す。（『三国志』帝紀）
▼帝紀---俾弥呼（自署名）、列伝---卑弥呼（中国側の卑称）。日本人なら「俾弥呼」の表記を使いたい。奴隷根性の学問をやめたい。
	神功４３応神４３
	○神功紀43年。魏志に云はく。正始の四年、倭王、復（また）使太夫伊聲者掖耶訳等を遣して上獻す。

	2 4 7
丁 卯
	▼帯方郡の塞曹掾史（軍司令官）張政が正始八年（247年）、女王俾弥呼の要請（狗奴国の来襲のため）によって来訪。帰国したのは、泰始二年（266年）。20年間に及ぶ倭国滞在。倭人伝冒頭の行路・里程記事は、彼が中国（はじめ魏、のち西晋）の天子に提出した軍事報告書、その反映。方向を誤ったり、誇張などありえない。
	
	

	2 5 2
壬 申
	▼呉の孫権死ぬ。
	神功５２応神５２
	○神功紀52年。

	2 6 2壬 午
	▼『三国志』韓伝に「韓は帯方の南に在り。東西海を以て限りと為し、南、倭と接す」とある。
	神功６２応神
６２
	○神功紀62年。新羅朝（まうでこ）ず。即年（そのとし）に、襲津彦を遣はして新羅を撃たしむ（百済記に云はく、「壬午年に、新羅、貴国に奉（つかへまつ）らず。貴国、沙至比跪を遣はして討たしむ」）

	2 6 5
乙 酉
	▼西晋の武帝（司馬炎）即位。魏の元帝の禅譲を受け洛陽に都した。
	神功６５応神６５
	○神功紀65年。

	2 6 6
丙 戌
 
	▼西晋泰始２年
▼帯方郡の軍司令官・張政、帰国（滞在：247～266）
	神功６６応神６６
	○神功紀66年。是年。晋の武帝の泰初二年なり。晋の起居の注に云はく。武帝の泰初の二年の十月に、倭の女王、譯を重ねて貢せしむといふ。

	2 8 0
庚 子
	▼呉滅び、西晋中国再統一。
●吉野ヶ里が廃棄された時期は「280年～316年」。

吉野ヶ里の最盛期は「弥生中期」（甕棺の大部分は中期甕棺）。その「最盛期の下限」は、呉の消滅期。

「反呉倭王」の南塞としての｢吉野ヶ里の消滅」は、寸分の狂いもなく、東アジアの中の軍事状勢と対応。
●「弥生中期から弥生後期初頭」とされた三雲・須玖・井原・平原の四王墓は三世紀を中心とするもの。卑弥呼式王墓たる須玖が三世紀中葉に相当するとすれば、井原や平原は完全に三世紀末葉、さらには四世紀初頭となる。三世紀を初葉・中葉・末葉と三分。

	応神８０
	○神功皇后・摂政（201～269）69年！
○応神天皇・即位（270～310）41年！
　　　　　　　　　　 合計110年！
▼『魏志倭人伝』に「二倍年暦」の倭人のすがたが示されている。『古事記』などで、天皇の寿命がたいへん長い。百二十歳とか、百三十歳とか書かれていた。

○「六月晦大祓祝詞（ミナヅキのツゴモリのオオハラヘのノリト）」日本人は誰でも大晦におおはらい大掃除をおこなう。そして気持ち良く正月をむかえるという習わしがある。　ところが、この祝詞では「六月晦」が「大祓」とある。そして「十二月（シハス）はこれに准（ナラ）へ。」と書いてある。

	3 1 4
甲 戌
	▼“南斉書の証言”から５世紀の倭王武の王朝は『三国志』の魏志倭人伝に記せられた女王たち（俾弥呼・壱与）の後継王朝であり、間の４世紀は同じと見てよい。
▼4世紀前後の晋代の書たる『広志』によると、その頃の倭国の首都圏は、筑紫（博多湾岸と筑後川流域）であり、「八女」付近は、その圏内南辺の中枢地となっていた。
	仁徳２年
	○3/8葛城襲津彦の女、磐之媛命を立てて皇后とす。262年の襲津彦？


	3 1 5

乙 亥
	●銚子塚などの前方後円墳は、4世紀初頭。銚子塚古墳はイ方製三角縁神獣鏡をふくむ。今や「舶載→イ方製」という三角縁神獣鏡の定式は崩れている。この古墳のもつ[流/金]金（りゅうきん）の後漢鏡（方格規矩鏡）は「黄金鏡」である。筑前中域という弥生王墓の存在した地域や近接地では、王墓クラスの古墳は一貫して続いている。　●日拝塚古墳・宮地嶽古墳・筑後等の各種装飾古墳　　　
●古冢（弥生）期終結時点のずれ。近畿の考古学者の「弥生中期」＝九州の考古学者の「弥生後期（初頭）」。近畿の「弥生中期」「弥生後期」は九州の「弥生中期」「弥生後期」よりおくれている。
●「弥生中期」を「BC100年～AD１００年」に当てる、考古学編年は間違いだった。
	
	

	3 1 6
丙 子
	▼西晋の滅亡、五胡十六国時代が始まる。
▼「楽浪郡・帯方郡の政治・軍事的空白」。晋朝は「東晋（318年）」となり、建康（今の南京）を都として再起。しかし、中国北半（黄河流域中心）は「夷蛮」（北朝）が支配。かつての楽浪・帯方の二郡は、“主なき植民地”となる。この空白部の新しき主人公、北の高句麗と南の倭国が激突。そして新興の百済と新羅とがこの両者と交々結合して争う。これが、有名な高句麗好太王碑に描かれた四世紀後半、朝鮮半島の状況となる。
●吉野ヶ里が廃棄された時期は「280年～316年」。316年は北部九州（倭国の中心）における、多鏡墓時代の終結の一線。吉野ヶ里の最盛期は「弥生中期」（甕棺の大部分は、中期甕棺）。その「最盛期の下限」は、呉の消滅期。

　　　　　　　　　　　　
●近畿における古墳時代の開始は、316年よりあとに、ずれおちる。
	仁徳４年
	○天皇が高台に登り、炊煙の状態を見て百姓の窮乏を知る。

	3 1 7
丁 丑
	
	仁徳５年
	

	3 1 8
戊 寅
	▼東晋の建国。『晋書』（帝紀・列伝）によると、西晋（泰始）にも東晋（義煕）にも、倭国は朝貢している。『宋書』はその間の状況を「世々貢職を修む」と要約。
	仁徳６年
	

	3 1 9
己 卯
	
	仁徳７年
	

	3 5 1
辛 亥
	
	仁徳３９
	

	3 5 2
壬 子
	
	仁徳４０
	

	3 5 3
癸 丑
	
	仁徳４１
	

	3 5 4
甲 寅
	
	仁徳４２
	

	3 5 5
乙 卯
	
	仁徳４３
	

	3 5 6
丙 辰
	
	仁徳４４
	

	3 5 7
丁 巳
	
	仁徳４５
	

	3 5 8
戊 午
	
	仁徳４６
	

	3 5 9
己 未
	
	仁徳４７
	

	3 6 0
庚 申
	
	仁徳４８
	

	3 6 1
辛 酉

	
	仁徳４９
	

	3 6 2
壬 戌
	
	仁徳５０
	

	3 6 3
癸 亥
	
	仁徳５１
	

	3 6 4
甲 子
	
	仁徳５２
	

	3 6 5
乙 丑
	
	仁徳５３
	☆【おしてるや　難波の崎よ　出で立ちて　我が國見れば　淡島　自凝（おのごろ）島　檳榔（あじまさ）の　島も見ゆ　放（さけ）つ島見ゆ】淡島神社・能古島・小呂島or沖の島（アジマサの北限）古事記の仁徳紀

	3 6 6
丙 寅
	
	仁徳５４
	

	3 6 7
丁 卯
	
	仁徳５５
	○中国の南北朝分立（316年）以後、高句麗と倭国は対立、撃突。その危機（高句麗の来襲）を怖れ、博多湾岸中心の「倭国」（弥生時代）は、その中枢部を高良山へと移動させた。
○「（高良玉垂命神は、古系図内の注記に）仁徳天皇治天五十五年九月十三日」（明暦・文久本、古系図。古賀壽（たもつ）氏より。）

○「（高良玉垂命神は、）仁徳五十五（367年）に当山（高良山）に来臨した、という所伝。」（高良大社の「高良社大祝旧記抜書」＜元禄15年＞によって分析。）



	3 6 8
戊 辰
	○玉垂命、賊徒（肥前国水上の桜桃ゆすら沈輪ちんりん）を退治。（『吉山旧記』）。
	仁徳５６
	

	3 6 9
己 巳 
旨
	○【九州王朝の筑後遷都】 （『吉山旧記』）。「大君は神にしませば水鳥のすだく水沼を都となしつ（万葉集4261読み人知らず）」博多湾岸から筑後へ都を移したのは、朝鮮半島の強敵高句麗との激突が原因。
●石上神社（奈良県天理市)に伝わる七支刀。銘文中に見える「倭王旨」は初代高良玉垂命。七支刀は、泰和4年（東晋の年号、西暦369年）に造られ、百済王から倭王旨に贈られたもの。
	仁徳５７
	

	3 7 0
庚 午
	
	仁徳５８
	

	3 7 1

辛 未
	
	仁徳５９
	

	3 7 2壬 申
	▼372年、秦王、浮屠・仏像・経文を送る。375年、肖門寺、伊弗蘭寺・・・。此れ、海東仏法の始め。　   （三國史記、高句麗本紀、第六）
▼392年、九寺を平壌に創む。　　　         （三國史記、高句麗本紀、第六）
○仏教文化圏化していた朝鮮半島に、大軍を長期間進退させていた倭王。
	仁徳６０
	

	3 8 4
甲 申
	▼384年、仏教百済初伝。                   （三国史記、百済本紀、第二）
▼385年、仏寺を漢山に創め、僧十人を度す。　　　　　　　　（三国史記、百済本紀、第二）
	仁徳７２
	

	4 1 3
癸 丑
讃
	○5世紀は倭の五王の時代。
▼晋安帝、義煕九年、倭が東晋に方物を献じる。（『晋書』）
▼晋安帝の時、倭王賛有り。　　　　　　　　　                  （『梁書』54諸夷・倭 ）
	允恭２年
	

	4 1 8戊 午
	○仏教は戊午年に九州に伝来。418年か。糸島郡『雷山縁起』清賀上人来朝。「清賀」はインドの人名。百済から僧が送られたとしても、それより前に伝来していたのではないか。文字取得も125年の「室見川の銘板」、238年の「俾弥呼の国書」から見て、もっと前のはず。
	允恭７年
	▼仏教を敬す。百済に於いて仏教を求得し、始めて文字有り。（『隋書』）（あり得ない。文字取得はもっと前。）
○清賀上人：成務天皇48年（178）来朝。応神天皇11年（211）7/15示化。在倭34年。


	4 2 1辛 酉
讃
	▼倭王讃が宋に貢献して武帝から除授の詔を受ける。（『宋書』）
▼宋書：倭の五王が登場する史書。讃・珍・済・興・武。五人の王者が建康（今の南京）に都する 南朝の劉宋にくりかえし貢献。（ 421年～478年）倭の五王は畿内ではなく九州の王。ヤマト王権では讃、珍、済、興、武など中国風の一字名称を名乗った記録はない。通説の五王の想定は、こじつけであり当てはまらない。倭の五王の在位年と日本書紀の天皇の在位年とは全く合わない。大規模な対外戦争を継続しながら、一方で巨大古墳を築造することは考えられない。近畿王朝は、朝鮮半島で活発に軍事行動を行っていた倭とは独立した勢力。従来説は、同じ形式の埋葬方法である古墳が各地に広がっているのは、ヤマト勢力の拡大であるとした。しかし古墳は文化交流の結果であり、ヤマト王権の拡大と結びつけることは稚拙。各地で古墳が築造されたのは、出雲や吉備などの地方に独立した勢力が存在していることを示す。『宋書』に、「倭王は中国側から見ると都督である」と何回も出ている。
	允恭１０
	(1) 讃----17代・履中6年
(2) 珍----18代・反正5年
(3) 済----19代・允恭42年
(4) 興----20代・安康3年
(5) 武----21代・雄略23年
♦履中説の矛盾
　　履中・反正の在位計11年
    讃・珍の在位計26年以上
♦仁徳説の矛盾(313年～399年)
　　讃・珍は兄弟
　　仁徳・反正は親子
♦武の在位期間から見ても雄略が武とならない。 
451  済 　六国諸軍事 
 457                   457雄略
 462  興  興への詔。  
      武  興の死と弟  
          武の即位。  
 477      宋の順帝に  
          倭国奉献。     
 478  武  宋の順帝へ  
          武の上表。  
 479  武  斉の高帝、  
          武へ授号。   479雄略
 480                   480清寧
 485                   485顕宗
 488                   488仁賢
 489                   489武烈

	
	
	
	     
	

	
	
	
	 502  武  梁の武帝、
          武へ授号。　　　　　　　　　
 506                   506継体

	4 2 5乙 丑
讃
	▼倭王讃が使を宋に遣はして文帝に上表し方物を献じる。（『宋書』）
425－413＝12　讃の在位13年以上
	允恭１４
	

	4 2 6丙 寅
	
	允恭１５
	

	4 2 7
丁 卯
	
	允恭１６
	

	4 2 8
戊 辰
	
	允恭１７
	

	4 2 9
己 巳
	
	允恭１８
	

	4 3 0
庚 午
	▼倭王が使を宋に遣はして方物を献じる。（『宋書』）
	允恭１９
	

	4 3 1
辛 未
	
	允恭２０
	

	4 3 2
壬 申
	
	允恭２１
	

	4 3 3
癸 酉
	
	允恭２２
	

	4 3 4
甲 戌
	
	允恭２３
	

	4 3 5
乙 亥
	
	允恭２４
	

	4 3 6
丙 子
	
	允恭２５
	

	4 3 7
丁 丑
	
	允恭２６
	

	4 3 8戊 寅
珍
	▼宋の文帝が倭王珍を安東将軍倭国王とする。 （『宋書』）
438－425＝13　珍の在位14年目
	允恭２７
	

	4 3 9
己 卯
	
	允恭２８
	

	4 4 0
庚 辰
	
	允恭２９
	

	4 4 1
辛 巳
	
	允恭３０
	

	4 4 2
壬 午
	
	允恭３１
	

	4 4 3癸 未
済
	▼倭王済が使を宋に遣はして貢献し、安東将軍倭国王の号を受ける。　　　　　（『宋書』）
	允恭３２
	

	4 4 4
甲 申
	
	允恭３３
	

	4 4 5
	
	允恭３４
	

	4 4 6
乙 酉
	▼北魏の太武帝が排仏を行う。
	允恭３５
	

	4 4 7
	
	允恭３６
	

	4 4 8
	
	允恭３７
	

	4 4 9
	
	允恭３８
	

	4 5 0
	
	允恭３９
	

	4 5 1辛 卯
済
	▼倭王済が宋から使持節都督および倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諸軍事の号を受ける。                          　（『宋書』）
	允恭４０
	

	4 5 2
	▼北魏で仏寺建立と出家を許す。
	允恭
４１
	

	4 5 3
	
	允恭
４２
	

	4 5 4
	
	安康
元年
	

	4 5 5
	
	安康
２年
	

	4 5 6
	
	安康
３年
	

	4 5 7
	
	雄略
元年
	

	4 5 8
	
	雄略
２年
	

	4 5 9
	
	雄略
３年
	

	4 6 0
庚 子
	▼倭王が使を宋に遣はして方物を献じる。（『宋書』）
	雄略４年
	○2月。長き人（一言主神）、對へて曰く「現人神ぞ。先ず王の諱稱れ。然して後に言はむ。」

	4 6 2
壬 寅
興
	▼「倭王世子（せいし）興、奕世（えきせい）戴（すなわ）ち忠、藩を外海に作し、化を稟け境を寧んじ、恭しく貢職を修め、新たに辺業を嗣ぐ。・・・」（『宋書』南朝劉宋天子の詔書）　
▼僧侶に皇帝を敬まわせる（宋）。
	雄略６年
	

	4 6 5乙 巳
	▼倭が使を晋に遣はす。（『晋書』）
	雄略
９年
	

	4 7 7

丁 巳
武
	▼倭王武が宋に遣はして貢献し、みずから使持節都督、倭・百済・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓七国諸軍事、安東大将軍倭国王と称する。（『宋
書』）
	雄略
２１
	

	4 7 8
戊 午
    武
	▼（順帝、昇明二年〔478〕）詔して武を、使持節・都督、倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓・六国諸軍事、安東大将軍・倭王に除す。（『宋書』）
▼「封国は偏遠にして、藩を外に作す。・・累葉朝宗して歳に愆（あやま）らず。・・」「東は毛人を征すること五十五国、西は衆夷を服すること六十六国、渡りて海北を平ぐること九十五国」（『宋書』倭王武の上表文）
▼倭王武は自らを東夷であるとしている。倭を九州とすると、「東の毛人」＝中国・四国・畿内、「西の衆夷」＝九州、「渡りて海北」＝韓国南部となり、比定地が特定できる。通説では比定地を特定することができない。
	雄略
２２
	

	4 7 9
己 未
    武
	▼（南斉の高帝が）進じて新たに使持節・都督、倭・新羅・任那・加羅・秦韓・（慕韓）六国諸軍事、安東大将軍、倭王武を除し、号して鎮東大将軍と為す。（『南斉書』倭国伝）
▼“南斉書の証言”
「倭国。帯方の東南大海の島中に在り。漢末以来、女王を立つ。土俗已（すで）に前史に見ゆ。　」（『南斉書』倭国伝）
「漢末以来、女王を立つ」とは、卑弥呼・壱与のこと、「土俗已（すで）に前史に見ゆ」とは、直接には『三国志』の倭人伝を指す。
『南斉書』の著者、簫子顕（しょうしけん～537、梁）は南朝の宋・斉・梁、三朝に歴任した官僚である。倭王武の使者たちに対し、中国の天子のかたわらにあって直接面接し、応答していた、当の三朝の史局を背景にした人物であった。
	雄略
２３
	

	4 8 0
庚 申


	
	清寧
元年
	

	4 8 1
辛 酉
	
	清寧
２年
	

	4 8 2
壬 戌
	
	清寧
３年
	

	4 8 3
癸 亥
	
	清寧
４年
	

	4 8 4
甲 子
	
	清寧
５年
	

	4 8 5乙 丑
	
	顕宗
元年
	○3月上巳「曲水の宴」（曲水の宴は天子が行う遊びとして中国南朝に伝統があった。605年～607年の記事をここへ持ってきた。）
●久留米市の郊外で、曲水の宴跡が1995年前後に発見されている。

	4 8 6
丙 寅
	
	顕宗
２年
	○3月上巳「曲水の宴」
○「稲斛に銀銭一文」
（銀銭と曲水宴の記事は九州王朝での事実）

	4 8 7
丁 卯
	
	顕宗
３年
	○3月上巳「曲水の宴」

	4 8 8
戊 辰
	
	仁賢
元年
	

	4 8 9
己 巳
	
	仁賢
２年
	

	4 9 0
庚 午

	
	仁賢
３年
	

	4 9 1
辛 未
	
	仁賢
４年
	

	4 9 2
壬 申
	
	仁賢
５年
	

	4 9 3
癸 酉
	
	仁賢
６年
	

	4 9 4
甲 戌
	
	仁賢
７年
	

	4 9 5
乙 亥
	
	仁賢
８年
	 

	4 9 6丙 子
	
	仁賢９年
	

	4 9 7丁 丑
	
	仁賢１０
	

	4 9 8
戊 寅
	
	仁賢１１
	○8/8仁賢天皇の死。
○12月。武烈天皇即位。

	4 9 9己 卯
	
	武烈元年
	

	5 0 0
庚 辰
	
	武烈２年
	

	5 0 1辛 巳
	
	武烈３年
	

	5 0 2
壬 午
    武
	▼天監元年（502）、梁の武帝（天監元年）鎮東大将軍倭王武、進めて征東将軍と号せしむ。武は興の弟。　　　　　　（『梁書』武帝紀）　
▼ここを最後に「倭国」の国名は、梁朝（502～557）・陳朝（557～589）という両朝の国交対象として姿を見せなくなる。高句麗・百済・新羅などの国々が中国側と国交をつづけているのと、いちじるしい対照をしめす。
	武烈
４年
	○是歳、百済の末多王、無道（あじきなく）して、百姓（たみ）に暴虐（しひわざ）す。國人（くにひと）、遂に除（す）てて、嶋王を立つ。是を武寧王とす。

	5 0 3癸 未
	
	武烈５年
	

	5 0 4
甲 申
	
	武烈６年
	○国を伝ふる機は、子を立つるを貴しとす。朕、継嗣無し。〈麻那君〉

	5 0 5乙 酉
	
	武烈
７年
	○〈斯我君〉遂に子有りて、法師君と曰ふ。是れ倭君の先（おや）なり。

	5 0 6丙 戌
	
	武烈８年
	○12/8天皇、列城宮（なみきのみや）に崩（かむあが）りましぬ。

	5 0 7丁 亥
	
	継体元年
	○2/4男大迹王（継体天皇）河内樟葉宮で即位。　
○継体による「焚書刑語」ありか。

	5 0 8戊 子
	
	継体２年
	○武烈を傍丘磐杯丘陵（かたをかのいはつきのをかのみさざき）に葬（はぶ）りまつる。

	5 0 9
己 丑
	
	継体３年
	

	5 1 0

庚 寅
	
	継体４年
	

	5 1 1辛 卯
	
	継体５年
	

	5 1 2壬 辰
	
	継体６年
	

	5 1 3癸 巳
	
	継体７年
	

	5 1 4甲 午
	
	継体８年
	

	5 1 5

乙 未
	
	継体９年
	

	5 1 6丙 申
	
	継体１０
	

	5 1 7丁 酉
	継体元年
	
	継体１１
	

	5 1 8
戊 戌
	継体２年
	
	継体
１２
	○3/9遷りて弟国に都す。

	5 1 9
己 亥
	継体３年
	
	継体
１３
	

	5 2 0

庚 子
	継体４年
	
	継体
１４
	

	5 2 1辛 丑
	継体５年
	
	継体
１５
	

	5 2 2
壬 寅
	善記
元年
	○天子の発する「令」を「詔」「勅」
○「大将軍」が発する「令」を「記」という。（「善記」の「記」。「記」は「のり」。）
	継体
１６
	

	5 2 3
癸 卯
	善記２年
	
	継体１７
	

	5 2 4
甲 辰
	善記３年
	○三年、発〔くさかんむりに誰〕、文を成す。善記以前、武烈即位す。『二中歴』
	継体１８
	

	5 2 5
乙 巳
	善記４年
	
	継体１９
	

	5 2 6丙 午
	正和
元年
	
	継体２０
	○遷りて磐余（いはれ）の玉穂に都す。

	5 2 7丁 未
	正和
２年
	▼梁の武帝が初めて捨身する。
	継体２１
	○筑紫國造磐井、驕りて自ら矜（たか）ぶ。衆六萬も率る近江毛野臣が中途にして淹滞（さはりとどま）りてあり。なのに物部麁鹿火が代わりに征つ（528）のは変だ。

	5 2 8戊 申
	正和
３年
	○一元通念にあわぬ史書をすべて偽書とするのではなく、多元史観の視点で史料批判を進めたい。『先代旧事本紀』や『東日流外三郡誌』に書かれた中身を研究したい。答えが先か、根拠が先か。学問は根拠（中身検討）が先。「真書・偽書枠設定」は「策動」でしかない。
○委意斯移麻岐弥（国名+倭風名称、倭石今君か）〈『日本書紀』継体紀「百済本記」〉
○筑紫の君磐井　（倭風名称）〈『筑後国風土記逸文』〉
	継体２２
	○11/11遂に磐井を斬りて、果して疆場（さかい）を定む。
○『先代旧事本紀』の謎。物部氏は「天孫本紀」として扱われ、天孫族であったとされている。「帝皇本紀」の継体天皇の項に「磐井の乱」が記されていない。物部麁鹿火の活躍が全く記されていない不思議な現象。物部麁鹿火は同書の「天孫本紀」に見え、安閑天皇の頃大連になったとされている。
○倭王か：委意斯移麻岐弥（国名+倭風名称、倭石今君か。イイシイマキミ。）（『日本書紀』継体紀「百済本記」）
○12月。筑紫君葛子、糟屋の屯倉を獻りて・・

	5 2 9

己 酉
	正和
４年
	
	継体２３
	○3月。近江毛野臣無事渡海。
○毛野臣の話の中に磐井の乱が唐突に投げ込まれていることになる。

	5 3 0

庚 戌
	正和
５年
	
	継体
２４
	○9月。任那の使奏して云さく、毛野臣、遂に久斯牟羅にして、舎宅を起し造りて、淹留むこと二歳、（中略）毛野臣、百済の兵来ると聞きて、背評（へこほり）に迎え討つ。背評は地の名なり。亦の名は能備己富里。傷れ死ぬる者半なり。

	5 3 1
辛 亥
	教到
元年
	
	継体
２５
	○継体天皇崩御の歳、二説あり
①或る本、継体28年崩御
②『百済本記』は継体25年辛亥の歳「日本の天皇及び太子皇子倶に崩薨せぬ」
○書記本文は『百済本記』の説を採用。継体25年を崩じた歳にした。
○「後の人はよく調べ、かつ考えあわせてほしい。」（継体紀25年12/5或本）
○継体25年の春2月の辛丑朔丁未に、男大迹天皇、大兄を立てて天皇としたまふ。即日に男大迹天皇崩りましぬ。（安閑即位前紀）

	5 3 2壬 子
	教到
２年
	
	継体２６
	

	5 3 3癸 丑
	教到
３年
	
	継体２７
	●前方後円墳と言われる巨大古墳を持っていたのが神武から武烈までの『天皇記』甲系列の伝承。乙系列の伝承をもつ継体の古墳は、小さい古墳。今の考古学では継体あたりも巨大古墳に入れているが、間違い。最近大和の箸墓古墳を俾弥呼の墓にあてようと年代を遡らせた。先頭を遡らせたら、お尻のほうも遡らせなければ空白ができる。先頭を遡らせたら北陸出身の継体あたりの古墳は『天皇記』乙系列の中に入ってくる。

	5 3 4甲 寅
	教到
４年
	
	安閑
元年
	○（或る本、継体28年崩御。）　　
○継体25年の春2月の辛丑朔丁未に、男大迹天皇、大兄を立てて天皇としたまふ。即日に男大迹天皇崩りましぬ。

	5 3 5
乙 卯
	教到
５年
	
	安閑
２年
	○5月。十三國二十七箇所の屯倉記事。「駿河國稚贄屯倉」も教倒5年（536年の舞遊記事と関係有り）。 
○書紀・古事記に65件の屯倉記事。王域を広めることや対新羅戦への備えのため。
　　安閑元年11件
　　安閑２年27件
　　宣化元年 5件 　計43件
○12月。宣化天皇即位。

	5 3 6
丙 辰
	教到
６年
僧聴元年
	○舞遊、始まる。『二中歴』
○本居宣長の『玉勝間』が引用する『體源抄』の「東遊（あずまあそび）」＝「舞遊」。「教倒六年駿河ノ國宇戸ノ濱に、天人あまくだりて、哥舞し給ひければ・・・」
○書紀・古事記に65件の屯倉記事あり。九州王朝の対新羅戦への備え。
○「楽を作して治の定まることを顕す（安閑元年大伴金村の賛辞）」
○能楽「羽衣」（「東遊の駿河舞」）
	宣化
元年
	

	5 3 7
丁 巳
	僧聴２年
	
	宣化
２年
	

	5 3 8
戊 午
	僧聴３年
	
	宣化
３年
	

	5 3 9
己 未
	僧聴４年
	
	宣化
４年
	

	5 4 0

庚 申
	僧聴５年
	
	欽明元年
	

	5 4 1
辛 酉
	明要元年
	○「文書、始出来結縄刻木止了」       『二中歴』
	欽明
２年
	

	5 4 2
壬 戌
	明要２年
	
	欽明３年
	

	5 4 3癸 亥
	明要３年
	
	欽明４年
	

	5 4 4甲 子
	明要４年
	
	欽明５年
	

	5 4 5乙 丑
	明要５年
	
	欽明６年
	

	5 4 6丙 寅
	明要６年
	
	欽明７年
	

	5 4 7
丁 卯
	明要７年
	
	欽明８年
	

	5 4 8
戊 辰
	明要８年
	
	欽明９年
	

	5 4 9
己 巳
	明要９年
	
	欽明１０
	

	5 5 0

庚 午
	明要１０
	
	欽明１１
	

	5 5 1
辛 未
	明要１１
	
	欽明１２
	

	5 5 2
壬 申
	貴楽
元年
	
	欽明
１３
	○10月。帝國に傳へ奉りて、畿内（うちつくに）に流通（あまねは）さむ。佛の、我が法は東に流（つたは）らむ。是日に、天皇、聞し已りて、歡喜び踊躍りたまひて・・・［物品伝来］

	5 5 3癸 酉
	貴楽２年
	
	欽明１４
	○6月。百済に対し、医博士・易博士とともに暦博士の交代進上を要求。あわせて暦本の献上を求めた。

	5 5 4
甲 戌
	法清元年
	○「法文唐渡僧善知傳」
　『二中歴』
	欽明１５
	○2月。百済が暦博士貢上。

	5 5 5
乙 亥
	法清２年
	
	欽明１６
	

	5 5 6丙 子
	法清３年
	
	欽明１７
	

	5 5 7
丁 丑
	法清４年
	
	欽明１８
	

	5 5 8
戊 寅
	兄弟元年
	
	欽明１９
	

	5 5 9己 卯
	蔵和元年
	○「此年老人死」『二中歴』
	欽明２０
	

	5 6 0

庚 辰
	蔵和２年
	
	欽明２１
	

	5 6 1
辛 巳
	蔵和３年
	
	欽明２２
	

	5 6 2壬 午
	蔵和４年
	
	欽明２３
	

	5 6 3癸 未
	蔵和５年
	
	欽明２４
	

	5 6 4甲 申
	師安元年
	○「此年法師始成」『二中歴』
	欽明２５
	

	5 6 5乙 酉
	和僧元年
	
	欽明２６
	

	5 6 6
丙 戌
	和僧２年
	
	欽明２７
	

	5 6 7
丁 亥
	和僧３年
	
	欽明２８
	

	5 6 8
戊 子
	和僧４年
	
	欽明２９
	

	5 6 9
己 丑
	和僧５年
	
	欽明３０
	

	5 7 0

庚 寅
	金光
元年
	
	欽明３１
	

	5 7 1

辛 卯
	金光２年
	
	欽明３２
	

	5 7 2
壬 辰
	金光３年
	
	敏達元年
	

	5 7 3
癸 巳
	金光４年
	
	敏達２年
	

	5 7 4
甲 午
	金光５年
	
	敏達３年
	

	5 7 5
乙 未
	金光
６年
	
	敏達
４年
	○「是歳、卜者（うらべ）に命して、海部王（あまのおおきみ）の家地と絲井王の家地とを占ふ。卜へるに便ち襲吉し。遂に宮を譯語田に營（つく）る。是を幸玉宮（さきたまのみや）と謂ふ。」

	5 7 6
丙 申
	賢接元年
	
	敏達５年
	

	5 7 7
丁 酉
	賢接２年
	
	敏達６年
	

	5 7 8
戊 戌
	賢接
３年
	▼【太子殺人事件 】『海東諸国記』が起こした事件。結局、殺人事件ではなく、「殺生を禁断す」の意味文の中途カット、「生禁断也」の切り捨てから起きた事件。正木さん、解明。
太子七歳　経論披見　六斎日殺　生禁断也　　　　　　　　　　（聖徳太子伝記）
太子七歳　経論披見　六斎日殺　　　　　　　　　　　　　　　（海東諸国記）
太子七歳戊戌に、経論を披見し、六斎日の殺生を禁断す。　　　　　
　　　　　（『聖徳太子伝記』1318年）
賢稱三年戊戌、六斎日を以て経論を披覧し、其の太子を殺す。　　　
　　　　　（『海東諸国記』1471年）
	敏達
７年
	

	5 7 9

己 亥
	賢接４年
	
	敏達８年
	○10月。新羅枳叱政奈末（きしさなま）を遣（まだ）して調進（みつきたてまつ）る。并て仏像を送る。

	5 8 0
庚 子
	賢接５年
	
	敏達９年
	○6月。新羅安刀奈末（あとなま）・失消奈末（しせうなま）を遣（まだ）して調進（みつきたてまつ）る。納めたまはずして還す。

	5 8 1
辛 丑
 
	鏡当
元年
	○「新羅人来従筑紫至播磨焼之」
（『二中歴』）
▼「鏡當三年癸卯新羅来伐西鄙」
（『海東諸国記』）
▼2月楊堅が隋建国：北周滅亡
	敏達１０
	

	5 8 2壬 寅
	鏡当２年
	
	敏達１１
	○10月。新羅安刀奈末（あとなま）・失消奈末（しせうなま）を遣（まだ）して調進（みつきたてまつ）る。納めたまはずして還す。

	5 8 3癸 卯
	鏡当３年
	
	敏達１２
	

	5 8 4甲 辰
	鏡当４年
	
	敏達１３
	○是に、唯播磨国にして、僧還俗の者を得。名は高麗の恵便といふ。・・・仏法の初、茲より作れり。播磨はまだ「外国」（隣国）だった。その外国から伝わったのが我が朝の仏法の初めである。）［仏法伝来。我が朝＝近畿天皇家］

	5 8 5乙 巳
	勝照元年
	
	敏達１４
	

	5 8 6丙 午
	勝照２年
	
	用命元年
	

	5 8 7丁 未
	勝照３年
	○【蘇我・物部戦争】
  難波に九州王朝の直轄地をつくる。隋の脅威に備え、難波・河内に拠点を設ける。（そのまま587年へ）
	用命２年
	○7月。蘇我の馬子宿禰大臣、諸皇子と群臣とに勧めて、物部守屋大連を滅さんことを謀る。（そのまま587年から）

	5 8 8戊 申
	勝照４年
	▼1月。隋が陳を滅ぼして中国を再統一。
▼南朝の滅亡により仮想敵国隋による南（有明海）からの侵入の脅威にさらされる。
	崇峻元年
	○是歳、始めて法興寺を作る。（この年造り始めて推古4年に成る。飛鳥寺のこと・岩波注）

	5 8 9己 酉
	端政元年
	端正
元年
始哭
元年
	○「自唐法華経始渡」『二中歴』
○玉垂命が三瀦で薨じたという記録が大善寺玉垂宮所蔵の掛軸（玉垂宮縁起、建徳元年銘《一三七〇》、国指定重要文化財）にある。
○【倭王が天子始称】
「端政」は菩薩の顔の様相を表現した仏教用語。正しい政治の始め。端政年間に瀬戸内の九州年号記事が多い。（大蔵経における「年号名」の出現回数調査を西村さん行う。大蔵経のデーターベースはすごい。）
○「諸国の境を觀しむ」（589年記事）は六十六分国。
	崇峻２年
	○7/1近江臣満（あふみのおみみつ）を東山道（やまのみち）の使に遣（つかは）して、蝦夷の国の境を觀（み）しむ。宍人臣鴈（ししひとのおみかり）を東海道（うみつみち）の使に遣して、東（あづま）の方の海に浜（そ）へる諸国の境を観（み）しむ。阿倍臣を北陸道（くるが）の使いに遣して、越等の諸国の境を観（み）しむ。
 　東山道・・・令制の用語
 　東海道・・・令制の用語
 　北陸道・・・令制の用語
○令制の用語では時代が合わないから、借用ということにして「やまのみち・うみつみち・くるがのみち」と岩波は読ませている。

	5 9 0
庚 戌
	端政２年
	始哭
２年
始大元年
	○越智氏の百男が立官。伊豫皇子を初代として、15代目。越智氏は天孫降臨以来の九州王朝配下の一氏族。                    （『豫章記』）
○「端政二暦庚戌自天雨降給」    （『伊豫三嶋縁起』）
○「崇峻天皇御宇端正三年（二年の誤りか）庚戌當国迫戸浦天降玉フ」（『豫章記』三島大明神降臨説話）
	崇峻３年
	○10月。山に入りて寺の材を取る。

	5 9 1辛 亥
	端政３年
	法興元年
	○多利思北孤即位。20歳
	崇峻４年
	○8/1「朕、任那を建てむと思う。卿等如何に」任那：「壬」は「北方の大地」

	5 9 2壬 子
	端政４年
	法興
２年
	
	崇峻５年
	○10月。大法興寺の佛堂と歩廊とを起つ。

	5 9 3癸 丑
	端政５年
	法興３年
	○宗像三神を祭ったという社伝。厳島に来臨。（伊都岐島神社縁起）
○「端正五年十一月十二日ニ厳島大明神始テ顕玉ヘリ」　　　　　　　　　　　　　（『聖徳太子伝』）
○国立京都博物館蔵の厳島縁起絵巻には「端政」が記されている。
	推古元年　　　　　　　　　　　　β群
	○是歳、始めて四天王寺を難波の荒陵（あらはか）に造る。（619年記事と関連あり。）
○β群：倭習漢文

	5 9 4甲 寅
	告貴元年
	法興４年
	○法隆寺五重塔心柱伐採年594年。  623年までの本尊は法隆寺夢殿に長く秘仏として蔵されていた救世観音菩薩像だったのか。
	推古２年
	

	5 9 5乙 卯
	告貴２年
	法興５年
	
	推古３年
	

	5 9 6
丙 辰
	告貴
３年
	法興
６年
	○「法興六年十月歳在丙申、我法王大王與恵總法師及葛城臣、道遥夷與村、（下略）」（伊予温湯碑、釈日本紀、十四所載、『寧楽遺文』下巻）
○「夷與」表記・・・伊予を東（東夷）と見る表記は法王が九州に居る人物。大和飛鳥なら伊予を西と見るはず。
	推古
４年
	○11月。法興寺、造り竟りぬ。

	5 9 7
丁 巳
	告貴
４年
	法興
７年
	
	推古５年
	

	5 9 8戊 午
	告貴
５年
	法興
８年
	○4月。難波吉士磐金、新羅より、至りて鵲二隻を獻る。乃ち難波社（なにわのもり）に養はしむ。因りて枝に巣ひて産めり。（そのまま598年へ）
	推古
６年
	○4月。難波吉士磐金、新羅より、至りて鵲二隻を獻る。乃ち難波社（なにわのもり）に養はしむ。因りて枝に巣ひて産めり。 （そのまま598年から）

	5 9 9
己 未
	告貴
６年
	法興
９年
	
	推古７年
	

	6 0 0庚 申
	告貴
７年
	法興
１０
	▼開皇二十年。多利思北孤、隋と交流。「使を遣わして闕に詣る」
　　　　（『隋書ｲ妥国伝』）
▼多利思北孤の親書に対し、隋の高祖・文帝が「大いに義理なし」と非難。兄弟で昼（弟）と夜（兄）を分割統治する制度をやめさせる。次の年、願転と改元か。
	推古８年
	○隋書の開皇二十年遣使のことが書紀にはない。
 「我国では天を兄とし、日を弟としている。天がまだ明けない時にはわたし（多利思北孤）が統治をやる。日出るとこれを停め、弟に委ねる」こういうふうに支配をしていますと多利思北孤の使いが言った。すると文帝が「此れ大いに義理なし（それは道
 理に合わない）是において訓（おし）へて之を改めしむ（それはやめろ。）」と言った。

	6 0 1
辛 酉
	願転
元年
	法興
１１
	○辛酉の年に改元している。
	推古９年
	

	6 0 2
壬 戌
	願転
２年
	法興
１２
	
	推古１０
	○10月。百済僧観勒が暦本・天文地理書・遁甲方術の書をもたらす。

	6 0 3癸 亥
	願転
３年
	法興
１３
	
	推古１１
	

	6 0 4
甲 子
	願転
４年
	法興
１４
	○甲子。十七条の憲法は構造改革宣言（兄弟統治の停止）か。
	推古１２
	○4/3憲法十七条。十五曰。私に背きて公に向（ゆ）くは是臣之道矣。
○要略に「儒伝云、小治田朝（推古）12年歳次甲子正月戊申朔を以て始めて暦日を用いる」とある。　

	6 0 5
乙 丑
	光元
元年
	法興
１５
	●久留米市の郊外で、曲水の宴跡が1995年前後に発見されている。（曲水の宴記事。顕宗元、2、3年に移す。）
	推古１３
	

	6 0 6
丙 寅
	光元２年
	法興
１６
	
	推古１４
	

	6 0 7丁 卯
	光元３年
	法興
１７
	▼大業三年。多利思北孤、隋と交流。「使を遣わして朝貢す」（沙門数十人を帯同）。「聞、海西菩薩天子、重興仏法。故遣朝拝、兼沙門数十人来学仏法」と隋の都で述べる。遣〔A（朝拝）兼B（学仏法）〕。「日出ずる処の天子」の国書。　　　　　　　　　（『隋書ｲ妥国伝』）
（「私は海東の菩薩天子として、海東において仏法を興した。聞くところによると、あなたも、私に相次いで仏法を重ねて興している、と聞く。これはいいじゃないか。感心だ。」）
▼官人会丞の話（『法苑珠林ほうおんじゅりん』唐の高僧道世どうせい）
▼「文字無し。ただ木を刻（こく）し縄を結ぶのみ。百済に於いて仏経を求得（ぐとく）し、始めて文字有り。」（『隋書ｲ妥国伝』）
○（二人の天子と「仁王経」竹内強さん）
	推古１５
	○7月。大礼小野臣妹子を大唐に遣はす。鞍作福利を以て通事（をさ）とす。「学仏法」の大使節団ではない。二人だけ。しかし推古朝「最初の遣使」だからこそ、次の歳（608年）の「ながらく中国との通交を望んできたが、やっと達成できた」という言葉につながる。

	6 0 8
戊辰
	光元
４年
	法興
１８
	▼大業四年。多利思北孤、隋と交流。「上、文林郎裴清を遣わしてｲ妥国に使せしむ」「此後遂絶」　　　　　          （『隋書ｲ妥国伝』）
▼隋書の帝紀「倭の貢献」大業四年。二月壬戌、百済・倭・赤土・迦羅舍国並遣使貢方物。
〈帝紀〉「倭・倭国」＝（近畿王朝）
〈東夷伝〉「ｲ妥国」＝（九州王朝）
▼ｲ妥国は一世紀以来、六世紀にいたるまで、代々中国に朝貢をつづけてきた。「新羅・百済、皆ｲ妥を以て大国にして珍物多しと為し、並びに之を敬仰し、恒に通使、往来す」　　　　        （『隋書ｲ妥国伝』）
	推古
１６
	○4月。妹子、帰国。裴世清、筑紫に至る。天皇、難波吉士雄成を遣はして、裴世清等を召す。
○6月。裴、難波津に泊る。
○8月。裴、京に入る。隋の国書。「皇帝、倭皇を問ふ。・・・皇、海表に介居して、民庶を撫寧す。」
○9月。裴の帰国。妹子を再派遣す。
推古天皇の国書。「東の天皇、敬みて西の皇帝に白す。」「久しき憶（おもい）、方（みざかり）に解けぬ」

	6 0 9己 巳
	光元５年
	法興１９
	
	推古１７
	○妹子の帰国。（通事の福利、帰らず。）

	6 1 0
庚 午
	光元６年
	法興
２０
	▼隋書の帝紀「倭国の貢献」大業六年。春正月己丑、倭国遣使貢方物。
▼大業六年、はじめて北朝系の隋に朝貢してきた「史上最初の存在」としての「倭国」は近畿天皇家である。
	推古１８
	▼隋書の帝紀「倭国の貢献」大業六年。春正月己丑、倭国遣使貢方物。

	6 1 1辛未
	定居元年
	法興２１
	○「法文五十具従唐渡」
『二中歴』
○「定居」、「倭京」は「都城の領域の制定」と共に施行された年号名。筑後川以北の筑前太宰府に都心を戻した。
	推古１９
	

	6 1 2壬 申
	定居２年
	法興２２
	
	推古２０
	

	6 1 3癸 酉
	定居３年
	法興２３
	
	推古２１
	

	6 1 4甲 戌
	定居
４年
	法興
２４
	
	推古２２
	○犬上御田鍬・矢田部造を派遣。

	6 1 5乙 亥
	定居
５年
	法興
２５
	
	推古２３
	○犬上御田鍬・矢田部造の帰国。

	6 1 6丙 子
	定居
６年
	法興
２６
	
	推古２４
	

	6 1 7丁 丑
	定居
７年
	法興
２７
	○【遷都詔勅】
 　聖徳太子の遷都予言記事は、九州王朝における上宮法皇多利思北孤による太宰府遷都詔勅記事の反映。
	推古２５
	○『聖徳太子伝暦』平安時代延喜年間（901～922）に成立。『聖徳太子全集』第二巻（昭和六三年復刻版、臨川書店刊）平城京遷都、平安京遷都の予言記事。「此地帝都。近気於今。在一百餘歳。一百年竟。遷京北方。在三百年之後。（推古25年条）」
○『聖徳太子伝記』鎌倉期（1318年頃）に成
立。近江遷都、難波遷都予言記事。46歳。

	6 1 8戊 寅
  
	倭京元年
	法興
２８
	●【太宰府建都】
　倭京（ちくしのみやこ）。通古賀（とおのこが）の王城と条坊完成（九州王朝首都・掘立柱式・「周礼」様式。「現在の都府楼跡・２期」はこの「条坊」より後に造られている。中心軸がズレているのはそのためか。井上信正氏研究から。）
○「正倉院」の地をふくむ筑後川領域も倭京のうち。両京制の成立。　　　　　　　      （会報No36）
▼3月煬帝が殺される。
▼5月李淵即位：唐の建国
▼是の日、上（かみ・三代目の恭帝・一年くらいで国を奪われる)が位を「大唐」に譲る。
	推古２６
	○8/1高麗、使いを遣して方物を貢る。「隋の煬帝、三十萬の衆を興して我を攻む。返りて我が為に破られぬ。」

	6 1 9己 卯
	倭京２年
	法興
２９
	○「二年難波天王寺聖徳造」『二中歴』。日本書紀推古6年（593年）の「四天王寺」は、九州王朝の「天王寺」。摂津難波は九州王朝の直轄支配領域であり、上町大地の北に「難波の宮」、南に「天王寺」を配置した。「天王寺村」の名称からも元々は「天王寺」。出土の古瓦は飛鳥寺（596年）よりも後れる時期のものだが推古晩年までにはつくられたという。上宮聖徳太子伝補闕記などによれば難波の四天王寺は、はじめ玉造の東の岸に造られたという。そちらが日本書紀で言う「四天王寺」。今の森ノ宮神社付近。　（593年記事と関連あり）
○聖徳と称されていた太子は多利思北孤の太子である利歌弥多弗利か。
	推古２７
	

	6 2 0
庚 辰
	倭京３年
	法興
３０
	○12/1天に赤き氣有り。長さ一丈餘。形雉尾に似たり。（天文観測記事の始まり。天文官の存在。天子を名乗る以上自前の暦をつくっているはず。）
○α群（正統漢文）天文観測していない。
○β群（倭習漢文）天文観測している。
· 岩波『科学』Vol.78、374・谷川清隆、相馬充

	推古２８
	○12/1天に赤き氣有り。長さ一丈餘。形雉尾に似たり。（天文観測、この頃開始された。推古28年までの観測可能な日食がひとつも記録されていない。）
○α群に天文観測記録がない。α群（皇極・孝徳・斉明・天智）は観測しなかった。天文記録は３個。
○β群の記録は観測に基づいている（推古・舒明・天武）。大陸からの複製はない。天文記録は２１個。
○日食観測は系統的である。α群でもβ群でもない持統天皇になると日食観測をしなくなる。南朝・宋の時代の元嘉暦が５世紀以来日本の暦だった。持統の時代、唐の麟徳暦（＝儀鳳暦）採用。この暦で日食を予報するようになった。作業は楽だが自前の暦 はつくれない。
○是歳、皇太子・嶋大臣、共に議（はか）りて、天皇記（すめらみことのふみ）及び國記（くにつふみ）、巨連伴造国造百八十部并せて公民等の本記を録（しる）す。


	6 2 1辛 巳
	倭京４年
	法興３１
	○12月。上宮法皇の母崩ず。
	推古２９
	○2/5聖徳太子没。621年2月5日
○【人人習合】   聖徳太子と多利思北孤・利（歌弥多弗利：上塔の利）

	6 2 2壬 午
	倭京５年
	法興
３２
	○2/21上宮法皇の妻（王后）沒す。 2月21日
○2/22上宮法皇没。
  　　　　2月22日
	推古３０
	

	6 2 3
癸 未
	仁王
元年
	○【上宮法皇死去】  
　　　　　622年2月22日
　上宮法皇死去による改元。
●「癸未年三月中、願の如く、釈迦尊像并びに挾侍及び荘厳の具を敬造し竟（おわ）る。」
　　　　（釈迦三尊の光背銘）
　　　　上宮法皇≠聖徳太子
　　　　鬼前太后≠間人皇后
　　　　王后≠膳夫人
　　　　622/2/22 ≠621/2/5
●「法皇」は天子。「王后」は天子の妻。「法興元」は法興が元号ですよという意味。「干食」は食事ができなくなった意味、「王后」の名前ではない。推古天皇名がない。
○「自唐仁王経渡仁王会始」『二中歴』
	
	

	
	
	
	
	

	6 2 4甲 申
	仁王２年
	
	推古３２
	

	6 2 5乙 酉
	仁王３年
	
	推古３３
	

	6 2 6丙 戌
	仁王４年
	
	推古３４
	

	6 2 7丁 亥
	仁王５年
	
	推古３５
	

	6 2 8戊 子
	仁王６年
	○3/2日有蝕盡之（中国では平凡な部分食。だからこれは日本で独自に観測された記録であることを示す。）
	推古３６
	○3/2日（ひ）、蝕（は）え盡（つ）きたること有り。（中国では平凡な部分食。この記事は日本での独自の観測記録を示している。）

	6 2 9己 丑
	仁王７年
	▼玄奘がインドへ出発。

	舒明元年
β群
	○β群：倭習漢文

	6 3 0
庚 寅
	仁王
８年
	
	舒明２年
	○8月。大仁犬上君三田耜・大仁薬師恵日を以て大唐に遣はす。第１次

	6 3 1辛 卯
	仁王９年
	▼使いを遣はして方物を献ず。太宗其の道の遠きを矜れみ、所司に勅して歳ごとに貢せしむる無し。又、新州の刺使高表仁を遣はし、節を持して往いて之を撫せしむ。表仁綏遠の才無く、王子と礼を争い、朝命を宣べずして還る。（『旧唐書』倭国伝）
	舒明３年
	○3/1百済の王義慈、王子豊章を入りて質す（三国史記：義慈王の即位は唐の貞観15年、641年であり、この記事は疑問。）　
○〔舒明元年（629）～13年（641）〕の全体が12年下がるのか。12年下がると舒明紀は〔641～653〕となる。

	6 3 2壬 辰
	仁王１０
	
	舒明４年
	○8月。大唐、高表仁を遣はして、三田耜を送らしむ。
○10月。唐国の使人高表仁等、難波津に泊れり。・・・天子命ずる所の使、天皇の朝（みかど）に到（まういた）れりと聞きて迎へしむ。・・・風寒（すさま）じき日に、船艘を飾整（よそ）ひて、迎へ賜ふこと歓び愧（かしこま）る。

	6 3 3癸 巳
	仁王１１
	
	舒明５年
	○正月。大唐の客高表仁等、国に帰りぬ。送使吉士雄摩呂、黒摩呂等、対馬に到りて還りぬ。

	6 3 4
甲 午
	仁王
１２
	○「自唐仁王経渡仁王会始」『二中歴』 （仁王１２年頃か）
	舒明６年
	

	6 3 5乙 未
	僧要元年
	○「自唐一切経三千余巻渡」　　　　　　　『二中歴』
　三千余巻に対応する一切経がある。それは隋代（開皇17年、597年）に費長房により撰述された『歴代三宝紀入蔵録』（一〇七六部、三二九二巻）である。一切経伝来を記念して僧要と改元。
	舒明７年
	　

	6 3 6丙 申
	僧要２年
	
	舒明８年
	

	6 3 7丁 酉
	僧要３年
	
	舒明９年
	

	6 3 8戊 戌
	僧要４年
	
	舒明１０
	

	6 3 9己 亥
	僧要５年
	○9月。大唐学問僧恵隠恵雲、従新羅送使入京。一切経を携えて、30年ぶりに帰国した。（639年記事へ。34年後の673年3月、書生を聚へて始めて一切経を川原寺で寫したという写経記事はこの年以降近くの記事か。）
	舒明１１
	○正月。「蓋し有馬に幸（おはしま）せるに因りて、新嘗をもらせるか」正月丙辰「雲なくして雷なる」
○9月。大唐学問僧恵隠恵雲、従新羅送使入京。（一切経を携えての30年ぶりの帰国。）（そのまま639年から）
○12/14伊予温湯宮に幸す。

	6 4 0
庚 子
	命長元年
	○2/7「星、月に入れり」（１等星アルデバランが月に隠れたこと。日本での独自の観測記録であることを示す。）　　　　　（640年へ）　　　　
○多利思北孤の子「利」逝去か。5/5の大設斎は病気平癒祈願あるいは葬儀か。（翌日記事を640年と652年へ）
○九州王朝天子即位。（50年後の690年に持統即位元年がある。関連あり。）
	舒明１２
	○2/7「星、月に入れり」　　　　　　　　（640年から）
○5/5恵隠による無量寿経記事。書紀白雉三年夏四月記事と重出。640年、命長元年の「大設斎（辛丑）」の翌日記事（壬寅）を書紀白雉三年へ切り貼りした。書紀白雉三年五月には「壬寅」がない。直近の四月に貼り付ける。（640年から）

	6 4 1辛 丑
	命長２年
	○10/3使いを四方に遣して、一切経を覓める。（675年に移す。三千余巻の写経期間は二年。）
●船王後墓誌：阿須迦天皇の末、辛丑の年、12/3庚寅の日、船王後、殯亡。10/9に舒明天皇崩。阿須迦天皇は舒明天皇か。701年も辛丑となるが、701年の12/3は壬寅。（701年辛丑＋27＝728年戊辰）
	舒明１３
	○10月9日。舒明天皇崩。

	6 4 2壬 寅
	命長３年
	○【国宰任命】   1/25
　集権制確立に向け制度整備。1/25詔して曰く、「凡そ国司を任（ま）けむことは、畿内及び陸奥・長門国を除きて、以外は皆大山（だいせん）の位より以下の人を任けよ」とのたまふ。（676年へ移す。）
	皇極元年
α群
	○1/15皇極天皇即位。蘇我蝦夷を以て大臣とすること、故の如し。入鹿国政を執る。○6月大旱　　
○9/3百済大寺造営のため百姓を徴する。
○12月小墾田宮に移る。　　
○蘇我蝦夷・入鹿が祖廟・陵墓を造る。
○α群：正統漢文

	6 4 3癸 卯
	命長４年
	○【前の勅】   10/3
　10/3群臣・伴造に朝堂の庭に饗たまひ賜ふ。而して位を授けたまふ事を議る。遂に国司に詔したまはく、「前の勅（642年）せる如く、更改め換ること無し。厥（そ）の任けたまへるところに之（まか）りて、爾の治す所を慎め」とのたまふ。（そのまま643年へ）
	皇極２年
	○【前の勅】    10/3
　10/3群臣・伴造に朝堂の庭に饗たまひ賜ふ。而して位を授けたまふ事を議る。遂に国司に詔したまはく、「前の勅（642年）せる如く、更改め換ること無し。厥（そ）の任けたまへるところに之（まか）りて、爾の治す所を慎め」とのたまふ。（そのまま643年から）

	6 4 4甲 辰
	命長５年
	
	皇極３年
	○中大兄、中臣鎌子肩を並べて潜に図る。○期りし夜、族に偸まれぬ。族は身狭臣（むさのおみ）を謂ふ。

	6 4 5乙 巳
	命長６年
	○【難波副都建設】
○11月。難波副都建設のために、関を竜田山・大坂山に置き、羅城を難波に築く。（34年後の679年に移す。）
○羅城内の造都計画。
○「初要集を覧るに、皇極天皇四年を大化元年と為す。（『二中歴』）」は695年か。
○（二つの難波長柄豊崎宮説）
 ①大阪市：長柄、豊崎。
 ②福岡市：西区（名柄）豊浜。愛宕神社。
　どちらも難波宮とは別（宮）とみる。
○（二つの乙巳）
 ①649年3月乙巳朔（703年4月辛酉朔）。　②705年（乙巳）則天武后の死≒皇極譲位。
○（九州王朝の天子が）佛法を尊び、神道を軽りたまふ。生國魂社の樹を切りたまふ類、是なり。〈上町台地での宮造りの反映か〉（645年記事へ。）
▼玄奘帰国（唐）
○中大兄皇子と藤原鎌足が、蘇我の屋敷を襲撃。『天皇記』は焼けて『国記』は助かったという。しかし『日本書紀』に『国記』の引用はない。
○『東日流外三郡誌』では、中大兄皇子や藤原鎌足が、蘇我の屋敷を襲撃したのは、天皇記・国記を奪う目的だと書いてある。石舞台など、がらんどうの古墳があるが、『天皇記』を探すのに古墳をあばいたのではという考えの人もいる。あり得ないことではない。
○蘇我氏の側も、事前にそれを察知して、『天皇記』『国記』を持って使者を関東に送ったという。これでも危ないから津軽石塔山に隠したと『東日流外三郡誌』は書いている。
　
○『古事記』には武烈以前の伝承はあるが武烈以後がない。組織としての伝承は続いていたはず。継体以後の『古事記』スタイルの伝承は『天皇記』にあった。しかしその『天皇記』に継体の伝承はなかった。継体以後・・・天智・天武・・・元明・元正の伝承は、『古事記』の伝承のような組織を持っていなかった。継体は北陸の豪族。あったとしても『国記』にある程度だった。


	書紀大化元年
皇極４年
孝徳
元年
α群
	○（695年の「九州大化」元年を645年の「書紀大化」元年とする。）　
○春正月。舊本に云はく、是歳京を難波に移す。而して板葺宮の墟（あれどころ）と為らむ兆なりといふ。舊本の本来の姿は？
○【乙巳の変】
○乙巳の変に描かれている宮は「板蓋宮」ではなくて「藤原宮（694末完成）」。乙巳の変の記事にある１２の門のある宮は「藤原宮」のみ。大極殿も衛門府も同様。
○6/12鞍作臣（蘇我臣入鹿）を斬りつ。
○6/13蘇我臣蝦夷等、誅されむとして、悉に天皇記・國紀・珍宝を焼く。船史恵尺、即ち疾く、焼かるる國紀を取りて、中大兄に奉献る。

○6/13是の日に、蘇我臣蝦夷及び鞍作が屍を、墓に葬ることを許す。
○6/14位を軽皇子に譲りたまふ。（天皇譲位の最初の例。これまでは天皇の崩御によって新帝が即位。）
○6/14中大兄を立てて、皇太子とす。
○6/19天皇・皇祖母尊・皇太子、大槻の樹の下に、群臣を召し集めて、盟曰はしめたまふ。　　
○9月（或本：11/30）。中大兄、即ち菟田朴室古・高麗宮知をして、兵若干（或本：四十人）を將て、古人大市皇子等を討たしむ。
○12/9天皇、都を難波長柄豊崎宮に遷す。
○（孝徳天皇は）佛法（ほとけのみのり）を尊び、神道（かみのみち）を軽りたまふ。生國魂社（いくくにたまのやしろ）の樹を切りたまふ類、是なり。（そのまま645年から。）
○α群：正統漢文
○【中大兄皇子と藤原鎌足は、なぜ蘇我氏を滅ぼしたか。　】　聖徳太子の息子の仇討ちだというが、間が開きすぎている。それなら直ぐ実行すればよい。思い出したら仇討ちが済んでいませんから襲撃しましょうではおかしい。これは口実にすぎない。『天皇記』『国記』を捜さすために蘇我の屋敷を襲撃したと書いてある『東日流外三郡誌』のほうがリーズナブルだ。
○【なぜ中大兄皇子は『天皇記』『国記』を捜さなければならなかったか。】
神武を受け入れた一派としての蘇我氏は、神武から武烈までの『天皇記』の伝承をもつ甲系列の氏族だった。途中、北陸から来た継体あたりの『天皇記』の伝承は乙系列。両方違うのではないか。神武から武烈までの『天皇記』甲系列の伝承、それを蘇我氏が持っていた。ところがそれがあると、具合が悪いのが乙系列の伝承を持つ天皇、自分のほうは甲系列の『天皇記』に出てこない。『国記』に少し出てくるだけ。たいした豪族でないかもしれない。そうすると甲系列の伝承を持つ『天皇記』を奪いたい。『国記』のほうは『日本書紀』に載せるようなものではない。だから知らない振りをした。


	6 4 6丙 午
	命長７年
	
	書紀
大化２年
孝徳２年
	○1/1「改新の詔」（『続紀』宣命に繋がるような和化漢文である。）
○「郡を置け」（696年の話）。696年の「廃評建郡」は「九州大化」2年の年号・日付だったのではないか。中国南朝制度の「天下立評」をなかったことにするため年号ごとこの年に持ってきた。（木簡は「評」、日本書紀は「郡」）
○1/1「其の二に曰はく、初めて京師を修め、・・・凡そ京には坊毎に長一人を置け」（694年の藤原京での話）
○凡畿内東自名墾横河以來。南自紀伊兄山以來。兄。此云制。西自赤石櫛淵以來。北自近江狹々波合坂山以來。爲畿内國。
○2/25「宮の東の門」行幸記事は藤原宮での話。（694年以降の話）
○2/25所以に、鐘を懸け匱を設けて、表（ふみ）收（と）る人を拜（め）す。
○ 3/2東国国司賞罰詔（１）
　3/19東国国司賞罰詔（２）
 “賞罰や恫喝により、九州王朝の官僚群を取り込んでいった”過程が描かれている。（九州年号大化年間から挿入。）
○3/20「皇太子奏請」（九州王朝の天子または皇太子の詞）「昔在の天皇の日に置ける子代・・・天に雙つの日無し。國に二人の王無し。是の故に、・・・私に駈役（つか）はむことを恐る。」（696年の話）

	6 4 7丁 未 
	常色元年
	○（50年後の文武元年に移す。）
○一月天社地社改革、四月禁式九十二条を定める。
○「七色一十三階之冠」制（冠色により位階を定める。常＝国法、色＝仏教で法）
	書紀大化３年
孝徳３年
	○礼法を定めて百官朝参の時刻を定める。
○七色十三階の冠を定める。
○渟足柵を設ける。
○新羅、金春秋を遣す。

	6 4 8戊 申 
	常色２年
	▼貞観22年に至り、又、新羅に附し表を奉じて、以て起居を通ず。（『旧唐書』倭国伝）
○3/1三野王等を畿内に派遣し、難波宮予定地を視察させる。仍りて都つくらむとす。   （34年後の682年、天武11年に移す）
○東国（畿内）に番匠等を連れ行幸。「三十七代孝徳天王位、番匠初。常色二戊申」『伊予三島縁起』（宮の造営のために九州王朝から工人派遣。）
○伊予に立ち寄る。日本国御巡歴（愛媛大山祇神社諸伝）
●難波宮跡の北辺の谷で「戊申木簡」発見。648年を示す。
●九州中枢の土器が前期難波の宮から出土（寺井誠氏「古代難波に運ばれた筑紫の須恵器」九州考古学・83号・2008）
	書紀大化４年
孝徳４年

	○2/1三韓に学問僧を遣わす。
○4/1古冠を罷める。
○磐舟柵を設け蝦夷に備える。
　


	6 4 9己 酉
	常色３年
	○【天下立評】 難波時代に「評」制度を全国に施設。「評督」などを任命。「飯野多気渡会評也」「己酉の年を以て始めて度会郡を立つ」同書頭注「評ハ郡ノ誤。評ハ郡ノ俗字也」伊勢国渡会評がこの年にできた事を示す。（『皇太神宮儀式帳』『神宮雑例集』伊勢国神郡八郡事）
○12/13伊勢王、天下に巡行きて、諸国の境界を限分（さか）ふ。（34年後の683年、天武12年に移す）○12/17四の孟月に、必ず朝參せよ。（34年後の683年、天武12年に移す）
○【兩參造】 12/17凡そ都城・宮室、一處に非ず。必ず兩參（ふたところみところ）造らむ。故、先づ難波に都つくらむと欲ふ。（34年後の683年、天武12年に移す）
▼唐の太宗は新羅の真徳王が「太和」という年号を建てていたのに対し、「新羅は大朝（唐）に臣事す。何を以て別に年號を稱する。」と難詰し、新羅は「年号廃止」を誓う。　　　　　（『三国史記』）
	書紀大化５年
孝徳
５年
	○三月乙巳朔辛酉（3/17）。左大臣・阿部大臣薨（みう）せぬ。天皇、「朱雀門」に幸（おはしま）して挙哀（みねたて）たまひて慟（まど）ひたまふ。（703年の藤原宮記事、閏四月辛酉朔を干支付きで649年に移したため3月乙巳朔辛酉になる。）
○3/24右大臣・蘇我倉山田石川麻呂、蘇我臣日向に讒言される。3/25大臣の首を斬らしむ。（「斬」、「絞」、「資材を収む」、「大宰帥」から考えると703年の話か）
○二つの乙巳
　①蘇我入鹿・蝦夷の話≒左大臣・　　右大臣の話。703→649→645
　②則天武后の死≒皇極譲位。　　　　　　705   →    645
○天皇、軍を興して、大臣の宅を圍まむとす。大臣、乃ち二人の子、法師と赤猪とを將て、茅渟道より、逃げて倭国の境に向く。大臣の長子の興志、是より先に倭に在りて、其の寺を營造る。
○「願はくは我、生生世世に、君を怨みじ」九州王朝の家来のトップが近畿王権の圧力を背景にした九州王朝の天子の命令でやむなく殺されざるを得なくなった情況を物語る言葉。

	6 5 0
庚 戌
	常色４年
	○2/28広瀬王、大伴連安麻呂、・・・等を畿内に遣して、都つくるべき地を視占（み）しめたまふ。是の日に、三野王等を信濃に遣して、地形を看（み）しめたまふ。是の地に都つくらむとするか。（34年後の684年、天武13年に移す。）
○3/9天皇、京師（みやこ）に　巡行（あり）きたまひて、宮室之地（みやどころ）を定めたまふ。 （34年後の684年に移す）
○4/5「来年の九月に必ず閲（けみ）せむ。因りて百寮の進止・威儀を教えよ。」「凡そ政要は軍事なり。」（34年後の684年に移す）
○10/3伊勢王の天下巡行。伊勢王等を遣して諸国の境を定めしむ。（34年後の684年に移す）
○10月。宮の地（ところ）に入れむが為に、丘墓（はか）を壊（やぶ）られたる人、及び遷されたる人には、物賜ふこと各差（しな）有り。即ち将作大匠（たくみのつかさ）荒田井直比羅夫を遣はして、宮の堺標（さかいのしめ）を立つ。（そのまま650年、書紀白雉元年記事へ）（上町台地での宮造りを言うか。）
▼新羅、是歳、始めて中国の永徽年號（高宗）を行う。新羅年号536年～650年。（『三国史記』）
	書紀白雉元年
孝徳
６年
	○1/1車駕（すめらみこと）、味経宮に幸（いでま）して、賀正禮（みかどをがみのこと）観（みそなは）す。是の日に、車駕、宮に還りたまふ。（652年の話）
○味経宮＝難波宮、宮＝長柄豊碕宮
●豊崎神社（大阪市北区豊崎）の創建伝承。『稿本長柄郷土誌』（戸田繁次著、1994）によれば、この豊崎神社は孝徳天皇を祭神として、正暦年間（990～994）に難波長柄豊碕宮旧跡地が湮滅してしまうことを恐れた藤原重治という人物が同地に小祠を建立したことが始まりと伝えている。正暦年間は聖武天皇が造営した後期難波宮が廃止された延暦12年（793年、『類従三代格』3月9日官符）から二百年ばかり。孝徳天皇の難波長柄豊碕宮と聖武天皇の難波宮とが別と考えられていた。『続日本紀』では「難波宮」と一貫して表記。10世紀末の難波の人々は、難波長柄豊碕宮は長柄の豊崎にあったという事実を信じていた。九州王朝の副都前期難波宮が上町台地北端の高台に位置し、近畿天皇家の孝徳の宮殿が淀川沿いの低湿地にあったことを示す。
○2/9穴戸国司、白雉献る。・・・詔して曰く、「・・・今我が親神祖（むつかむろぎ）の知らす、穴門国の中に、此の嘉瑞（よきみつ）有り。所以に、天下に大赦す。元（はじめのとし）を白雉と改む」（652年の話）
○2/15朝庭の隊仗、元会儀の如し。左右大臣・百官人等、四列を紫門の外に為す。雉の輿を執らしめて、・・・。百済の君豊璋。・・・伊勢王（輿を執るのが5人）（652年の話）
○4月。新羅遣使貢調。或本云、是天皇世、高麗・百済・新羅、三国、毎年遣使貢献也
○10月。宮の地に入れむが為に、丘墓（はか）を壊（やぶ）られたる人、及び遷されたる人には、物賜ふこと各差（しな）有り。即ち将作大匠荒田井直比羅夫を遣はして、宮の堺標（さかいのしめ）を立つ。（そのまま650年の話）

	6 5 1
辛 亥
	常色５年
	○是歳、新羅の貢調使・・唐の服を着て・・朝庭、追い還したまふ。「方に今新羅を伐ちたまはずは・・難波津より、筑紫海の裏に至るまでに」（そのまま651年の話）
○9/9天皇、旧宮の安殿の庭に宴す。（34年後の685年に移す）
○9/11諸王を京及び畿内に遣して、各人夫の兵を校へしめたまふ。（34年後の685年に移す）
○9/15東海使者・東山使者山陽使者・山陰使者南海使者・筑紫使者。（34年後の685年に移す）
○9/18天皇大安殿に御して・・・博戯せしむ。（34年後の685年に移す）
○10/10信濃に遣はして、行宮を造らしむ。（34年後の685年に移す）
○10/12并廿人を以て、畿内の役に任す。（34年後の685年に移す）
○10/17伊勢王等、亦東国に向る。（34年後の685年に移す）
○11/2周芳の総令に儲用の鉄１万斤を送す。筑紫に儲用の物を送し下す。（34年後の685年に移す）
○11/4四方の国に詔して曰く（「軍器」、）私の家に存くべからず。咸に郡家に収めよ。（34年後の685年に移す）
○12/4筑紫に遣せる防人等、海中に飄蕩ひて、皆衣裳を失へり。則ち防人の衣服の為に、布四百五十八端を以て、筑紫に給り下す。（34年後の685年に移す）
○【味経宮】
　冬十二月晦、味経宮に、二千一百余の僧尼を請せて、一切経 読ましむ。・・・天皇、大郡より、遷りて新宮に居す。号けて難波長柄豊碕宮と曰ふ。（そのまま651年記事にする。）
○書紀白雉二年の一切経は602年、唐の彦?（557～610）により撰述された『衆経目録』（二一〇九部、五〇五八巻）と推測される。　
	書紀
白雉
２年
孝徳
７年
	○是歳、新羅の貢調使（みつきたてまつるつかひ）・・唐の服を着て筑紫に泊れり。朝庭、恣（ほしきまま）に俗（しわざ）移せることを悪みて、呵責めて追い還したまふ。・・・「方に今新羅を伐ちたまはずは・・・難波津より、筑紫海の裏に至るまでに相接ぎて艫舳を浮け盈てて、新羅を懲召して、其の罪を問はば、易く得べし」（そのまま651年の話）
○鏡当年間（581年～584年）に「新羅人来従筑紫至播磨焼之」（『二中歴』）という記事がある。
○冬十二月晦、味経宮に、二千一百余の僧尼を請せて、一切経 読ましむ。・・・天皇、大郡より、遷りて新宮に居す。号けて難波長柄豊碕宮と曰ふ。（そのまま651年の話）
☆豊崎神社（大阪市北区豊崎）
☆九州に難波宮があったとするなら難波長柄豊碕宮は福岡市愛宕神社に比定できる。どちらにしても難波宮と長柄豊崎宮とは別宮である。

	6 5 2壬 子
	九州白雉元年
	○九州白雉元年（652年）記事を、書紀白雉元年（650年）と書紀朱鳥元年（686年）に振り分ける。　
○【前期難波宮完成】
　難波宮完成による改元（九州王朝副都・掘立柱式・「天子南面」様式。条坊？）
前期難波宮に紫宸殿と呼ばれる宮殿があったのではないか。九州年号の白雉改元（652年）の儀式の様子が『日本書紀』では２年溯った650年に記されている。この儀式において、その宮殿の門が「紫門」と記されている。中国では天子の位を「紫宸」とし、その宮殿を紫宸殿とすることが『旧唐書』などに見える。「紫」は天子を表す色であり、「紫門」は天子の宮殿の門のことであり、とすればその奥にある天子の宮殿は紫宸殿と称された可能性が高い。前期難波宮は「難波京」の北端にあり「北闕」様式と呼ばれる宮殿様式。大宰府政庁も条坊都市の北端にあり、同様に「北闕」様式の宮殿。したがって、両者の宮殿は共に紫宸殿と呼ばれていたのではないか。都の中心に宮域を持つ『周礼』様式の藤原宮とは明らかに政治思想性が異なった様式。
○【人人習合】　　　
　伊勢王は九州王朝の天子。 伊勢王の事跡を34年後（天武紀）に持って行く。
○正月。車駕、味経宮に幸して、賀正禮観す。是の日に、車駕宮に還りたまふ。（2年前の650年に移す。）
○2/9穴戸国司、白雉献りて曰さく・・・。白雉改元。（2年前の650年に移す）
○2/16大極殿に御して、宴を諸王卿に賜ふ。無端事を以てす。（34年後の686年に移す）
○2/30是日に、天皇、群臣に問ふに、無端事を以てす。　（34年後の686年に移す。）
○律令制を前提とした朝堂院様式の前期難波宮完成。春頃にほぼ完成。九州王朝副都。天子の存在。白雉改元式典。 輿の白雉天覧。
○3/27朝庭の隊仗、元会儀の如し。左右大臣・百官人等、四列を紫門の外に為す。雉の輿を執らしめて、・・・。（執るのは4人なのに伊勢王を入れて5人。）（2年前の650年に移す）
○「国々最勝会始行之」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『二中歴』）
●1996年芦屋市で「壬子年木簡」発掘。「白雉元壬子年」。三ではなく元である。
	書紀白雉３年
孝徳
８年
	○4/15（壬寅に）沙門恵隠を内裏に請せて、無量寿経を講かしむ。
○舒明12年5月の恵隠による無量寿経記事と書紀白雉3年4月記事が重出。元々は命長元年・640年の九州王朝記事を同年の舒明12年・640年と書紀白雉3年・652年の両年に振り分けている。
○9月。宮造ること己に訖りぬ。其の宮殿の状（かたち）、殫（ことごとく）に論（い）ふべからず。『日本書紀』（そのまま652年の話）
○12月晦。請天下僧尼於内裏設斎大捨燃燈（そのまま652年の話）


	6 5 3癸 丑
	九州白雉２年
	○5月。難波より遣唐使出発。伊勢王も筑紫に帰還。
●西条市の橘新宮神社に伝わる奈良時代末期とされる神像の内部に「熟田津村橘」の文字あり」（『伊予の高嶺・熟田津石湯行宮の発見』1969年真鍋充親著）
●越智国（愛媛県西条市）に「紫宸殿」という字地名あり。（今井久さん発見）
	書紀白雉４年
孝徳
９年
	○5月。遣唐使記事に「丈六仏を造った恵照」が登場。道昭。第２次。
○8月。「義慈王13年、倭国と通好す（余豊が人質として倭国に来たのは、このときだ。631年ではない。）」


	6 5 4甲 寅
	九州白雉３年
	○2月。筑紫より遣唐使出立。
○10/10孝徳崩御。
○10/16.17孝徳葬儀・蝦夷朝貢194人。（1年後の655年の斉明元年7/11記事と34年後の688年記事に移す。）
○12/8孝徳埋葬。
○12/12蝦夷朝貢213人。（34年後の688年に移す。）
○【蝦夷朝貢213人】
　　☆東、北蝦夷朝貢194人①　　　　　　（1年後の655年の斉明元年7月11日記事と34年後の688年持統2年11/5、190余人記事へ）
　　☆山形南部城養蝦夷朝貢4人②　　　　（1年後の655年1/3→689年1/3へ）
　　☆柵養・津刈蝦夷朝貢15人③　　　　　（1年後の655年斉明元年7/11記事へ）
　　　　　

①＋②＋③＝213人
（34年後の688年持統2年12/12記事へ）
	書紀白雉５年
孝徳
１０
	○10/10孝徳崩御。（日本書紀では孝徳葬儀記事が欠落している。）
　
　
○12月8日。孝徳埋葬。

	6 5 5乙 卯
	九州白雉４年
	○1/3山形南部城養蝦夷4人沙門と為らむと請す②。（34年後の689年持統3年1月3日に移す。４人の蝦夷「脂利・古男・麻呂・鐵折」213人ぴったり！）

	書紀白雉６年
斉明
元年
α群
	○7/11北の蝦夷九十九人、東の蝦夷九十五人に饗たまふ。99＋95＝194人①（654年10/16.17から）　
○（654年12/12→655年1/3→689年1/3山形南部城養蝦夷4人②）
○7/11柵養（きかふ）の蝦夷九人、津刈の蝦夷六人に冠各二階授く。　　　　　         9＋6＝15人③（654年12/12から）
　　①＋②＋③＝213人
α群：正統漢文

	6 5 6丙 辰
	九州白雉５年
	○天智3年・4年の神護石・水城の記事は、白村江以前に持ち上げなければ成り立ち得ない記事。白村江以後に、はめ込んでいるのは大きな嘘。
●水城の放射能測定による年代は『日本書紀』の言っているような七世紀後半ではない。放射能測定では六世紀前半から七世紀前半。
●神籠石山城の定義
(1)直方体状に加工された列石に囲まれており、その列石上に土塁がある。あるいは、柵なども設置されている。
　　（2）その列石と土塁の内部に水源があり、列石と水路の交点には石積みの水門がある。
　　（3）同じく内部に倉庫跡などがあり、「逃げ城」的性格が見て取れる。
●福岡県久留米市の高良山は、戦国末期の成立とされる『高良記』に「神籠石」と記されている。
●対馬金田城山城跡の放射能測定、六世紀。スレート状の石を積むやり方が、神護石の直方体状に加工された列石積み上げの淵源となる。
●神護石山城群は幾つかのグループに分かれている。
●おつぼ山神護石。神護石群の西の端。武雄温泉。武雄は北に行けば伊万里湾、東へ行けば左世保湾、南へ行けば大村湾・長崎湾、西に行けば吉野ヶ里。三つの湾をにらむ神護石。

●有明海を取り巻いている神護石群。帯隈（おぶくま）山・高良山・女山（ぞやま）
●有明海を取り巻いている神護石群の結節点は吉野ヶ里。その吉野ヶ里には白村江以前の高速道路（堤土塁）が付けられていた。
●筑紫野市阿志岐城跡(あしきじょうあと)（旧称：宮地岳古代山城跡(みやじだけこだいさんじょうあと)阿志岐城跡は、平成11年発見。城は山頂部から阿志岐に向かって延びる尾根を利用して土塁を築き、山頂までの範囲を入れると総延長2.9キロメートル、面積25.3ヘクタールの規模。第三水門は、城の東端にある谷を塞いだ最大の石塁。幅約23メートル、高さ約3.7メートルあり、切石が8段程度積み上げられている。
神護石と自然石が見られる。
●四国永納山山城は列石が切石ではなく自然石である。その他は共通。「自然石利用型」神籠石山城。

●岡山鬼の城。神護石と自然石が半分半分。

●太宰府を囲む神護石山城群が直方体状に加工された列石を用いている先進性に対して、瀬戸内海を東に行くほど、自然石利用の後進性山城となっている。倭国の中心は太宰府である。

	書紀白雉７年
斉明２年
	○狂心の渠等の大土木工事。時の人の謗（そし）りて曰く「狂心（たぶれこころ）の渠（みぞ）。・・・」「石の山丘を作る。・・」

	6 5 7丁 巳
	九州白雉６年
	○5月皇孫建王死去。（658年に移す。）
○9月有馬皇子、斉明に「牟婁温湯行き」を勧めた。
○【有馬皇子謀反】
　（牟婁温湯に行った九州王朝の天子への謀反計画）。蘇我赤兄に「天皇には民財収奪・酷税、渠や石垣などの無駄な大工事のあやまりがある」とそそのかされ、一度は「兵を用いるべき時」と謀反を企画。しかし結局中止したにもかかわらず、赤兄の讒言により捕らえられ、紀の湯に送られ絞殺された。
○11/3有馬皇子、蘇我赤兄に、欣然びて報答へて曰はく「吾が年始めて兵を用ゐるべき時なり」（658年へ）
○11/5赤兄が家に向きて、樓に登りて謀る。（658年へ）
○11/5是の夜半に、 赤兄、有馬皇子を圍む。（658年へ）
○11/9有馬皇子を捉へて、紀温泉に送りたてまつりき。 皇太子、親ら問ひて曰はく「何の故か謀反（みかどかたぶ）けむとする」（658年へ）
○11/11有馬皇子を藤白坂に絞（くび）らしむ。（658年へ）
○或本に云はく、有馬皇子曰はく、「先づ宮室を燔（や）きて、五百人を以て、一日兩夜、牟婁津を邀（た）へて、疾く船師（いくさ）を以て、淡路國を斷（さいぎ）らむ。牢圄（ひとやにこも）るが如くならしめば、其の事成し易けむ」といふ。（658年へ）
○658年の蝦夷討伐、660年の粛慎討伐前に近畿天皇家の絶対的服従を必要とし、有馬皇子粛清をなした。（一年ズレ・この記事658年へ）
	書紀白雉８年
斉明
３年
	○9月。有馬皇子、斉明に「牟婁温湯（むろのゆ）行き」を勧めた。
○九月に、有間皇子、性黠（ひととなりさと）くして陽狂（うほりくるひ）すと、云々。牟婁温湯に往きて、病を療（おさ）むる偽（まね）して来、国の体勢（なり）を讃めて曰、「纔（ひただ）彼の地を観るに、病自づからに[益*蜀]消（のぞこ）りぬ」と云々。天皇、聞しめし悦びたまひて、往（おは）しまして観（みそなは）さむと思欲（おもほ）す。
○【有馬皇子をどこで処刑したか。】「有馬皇子を藤白坂に絞らしむ。」白浜町安居（あご）河瀬ではないか。
○書紀658年＋34年＝692年をみる。 「五月の乙丑の朔庚午に、阿胡行宮に御しし時に、贄進りし者紀伊国の牟婁郡の人阿古志海部河瀬麻呂等、兄弟三戸に、十年の調役・雑徭服す。復、挾杪（かじとり）八人に、今年の調役を免す。」
 　通説１：和歌山県海南市内海町藤白。　和歌浦湾を西北に望む坂。
 　通説２：和歌山県伊都郡高野町上筒香　東方の藤代峰。
 　通説３：和歌山県日高郡岩代村の、
白浜・湯崎方面を南望する坂。
○【難波宮発海上護送説】5日逮捕、6日船で紀湯へ、9日尋問、11日誅殺。近畿へ護送などあり得ない。近畿側の奪還の動きある前にすぐ誅殺。通説の場所は白浜より近畿寄りばかり。あり得ない。尋問後、すぐ誅殺。熊野古道の大辺路街道、白浜町安居からすさみ町へ越える「仏坂」の日置川西岸「河瀬」で処刑。海上護送・処刑の実行部隊として河瀬麻呂等の存在があったのではないか。

	6 5 8戊 午
	九州白雉７年
	○1/19御船西に征きて、初めて海路に就く。（658年＋3年＝661年へ。）
○1/21大伯海での大田姫皇女、女を産む。（661年へ。）
●1/27伊予の熱田津の石湯仮宮（いわゆのかりみや）に泊（は）つ（西条市の橘新宮神社に伝わる奈良時代末期とされる神像の内部に「熟田津村橘」の文字あり）（661年へ。）
●西条市（旧東予市）に「紫宸殿」という字地名現存。今井久さん「発見」。
○4/26天皇幸吉野、而肆宴。（軍事基地吉野での蝦夷討伐軍の激励の行幸と宴。）（この記事659年へ）
○4/27安倍比羅夫の蝦夷討伐（重複の理由：九州白雉7年を斉明7年とみなして九州白鳳元年。九州白鳳元年を書紀白鳳元年とみなせば斉明5年。）
○4/28天皇幸近江之平浦。帰還。（この記事659年へ）
	書紀
白雉
９年
斉明
４年
	○4月。阿陪臣、名を闕せり。蝦夷を伐つ（斉明4年5年重複）（重複の理由：九州白雉7年を斉明7年とみなして九州白鳳元年。九州白鳳元年を書紀白鳳元年とみなせば斉明5年。）
○5月。皇孫（みまご）建王（たけるのみこ）死去。（657年の話）
○7/4蝦夷二百餘、闕に詣でて朝獻る。（657年の話）
○11/3有馬皇子、蘇我赤兄に、欣然びて報答へて曰はく「吾が年始めて兵を用ゐるべき時なり」（657年の話）○11/5赤兄が家に向きて、樓に登りて謀る。（657年の話）
○11/5是の夜半に、 赤兄、有馬皇子を圍む。（657年の話）　　　
○11/9有馬皇子を捉へて、紀温泉に送りたてまつりき。皇太子、親ら問ひて曰はく「何の故か謀反けむとする」（657年の話）
○11/11有馬皇子を藤白坂に絞らしむ。（657年の話）　　　
○或本に云はく、有馬皇子曰はく、「先づ宮室を燔きて、五百人を以て、一日兩夜、牟婁津を邀へて、疾く船師を以て、淡路國を斷らむ。牢圄るが如くならしめば、其の事成し易けむ」といふ。（657年の話）

	6 5 9己 未
	九州白雉８年
	○７月。遣唐使派遣。「小錦下坂合部連石布・大仙下津守連吉祥を遣はして、唐国に使せしむ。仍りて道奥の蝦夷男女二人を以て、唐の天子に示す」（『日本書紀』）
▼10月。蝦夷国、倭国の使に随いて入朝す」（『冊府元亀』外臣部、朝貢三）
	書紀白鳳元年
斉明５年
	○3/1天皇幸吉野、而肆宴。
○3/3天皇幸近江之平浦。
「淡海＝八代海」説、水野会長。
他に遠賀川河口説、琵琶湖説あり。
○阿倍臣、名を闕せり。蝦夷国を討つ（斉明4年5年重複）（重複の理由：九州白雉7年を斉明7年とみなして九州白鳳元年。九州白鳳元年を書紀白鳳元年とみなせば斉明5年。）

	6 6 0
甲 申
	九州白雉９年
	○3月。粛慎討伐。
○4/17佐賀吉野行幸 （34年後の694年に移す）。660年の4月に「丁亥（ひのとゐ）」存在。34年後の694年４月に「丁亥」「丁未」はない。
○7月以降、唐・新羅が百済侵攻。
○10月。百済、唐の捕虜を献上して救援を請う。（重複の理由：九州白雉9年を斉明9年に混同。斉明9年は天智2年、つまり九州白鳳3年。九州白鳳3年を書紀白鳳3年にすると斉明7年となる。）
○百済滅亡。
	書紀
白鳳
２年
斉明
６年
	○百済、唐の捕虜を献上して救援を請う（斉明6年と7年に重複）（重複の理由：九州白雉9年を斉明9年に混同。斉明9年は天智2年、つまり九州白鳳3年。九州白鳳3年を書紀白鳳3年にすると斉明7年となる。）

	6 6 1辛 酉
	九州白鳳元年
	○5月。百済の鎮将劉仁願、朝散大夫郭務そう等を遣はして、表函と献物とを（近畿王権に）進（たてまつ）る（第一回）。（白村江の戦い前の話。664年へ移動させる。671年の「３年ズレ問題」から。）
○【伊勢王逝去】 6月。
　伊勢王は九州王朝の天子。伊勢王、猟最中の不慮の事故で逝去。（斉明７年と天智７年の両方に薨ずる話挿入。）
○（伊勢王の死で二派に分裂か）
対唐参戦派（薩夜麻・斉明天皇・蘇我氏等）・・・「義」
対唐籠戦・融和派（中大兄皇子・中臣鎌足・大分恵尺等）　　　　・・・「利」
○7月。筑紫の君薩夜麻（皇太子）が摂政として跡を引き継ぐ。
○近江遷都(九州王朝内対唐籠戦派・融和派の天子相当の人物が近江遷都)667年へ。「（斉明）七年辛酉、白鳳と改元し、都を近江州に遷す。」（『海東諸国記』）から。○『書紀』の667年に次の記事あり。（近江遷都が民衆の不満を物語る。九州からの勝手な逃亡として映ったか。近畿のトップであるはずの天智が近江へ移る理由がない。大和に移る、もしくは大和におればよい。）
「諷（そ）へ諫（あざむ）く者多し。」
「童謡（わざうた）亦衆し。」
「日日夜夜、失火の處多し。」
　　
※穴太廃寺（7～11世紀）
※大津宮（667年「近江に遷す」）
※崇福寺（668年　扶桑略記）
※近江神宮（昭和15年　創建）
○「対馬採銀観世音寺東院造」『二中歴』●観世音寺創建瓦の老司１式は藤原宮の瓦に先行するというのが、従来の考古学土器編年。
	書紀白鳳３年
斉明７年
	○百済、唐の捕虜を献上して救援を請う（斉明6年と7年に重複）（重複の理由：九州白雉9年を斉明9年に混同。斉明9年は天智2年、つまり九州白鳳3年。九州白鳳3年を書紀白鳳3年にすると斉明7年となる。）
○1/6御船西に征きて、初めて海路に就く。（658年の話）　
○1/8大伯海（おほくのうみ）で大田姫皇女、女を産む。（658年の話）
○1/14伊予の熱田津の石湯仮宮（いわゆのかりみや）に泊（は）つ。（658年の話）
○6月。伊勢王薨（みう）せぬ。（天智7年6月にも薨とある。）（661年の話）
○7/24天皇、朝倉宮に崩りましぬ。
○【皇極天皇と斉明天皇の習合】
 斉明天皇は九州王朝の天子であり、「斉明」と名乗っていた。「斉明」などの「漢風諡号」は八世紀の終りか九世紀の終りくらいにまとめて作られたものと言われている。そして『日本書紀』を見ても、八世紀段階（断簡類）には「神武」や「綏靖」はでてこない。「カムヤマトイワレヒコ」の系統はでてくる。ところが九世紀以後（写本）のところに、「神武・綏靖」系統の言葉がでてくる。しかし九州王朝ではすでに「漢風諡号」があったのではないか。「仲哀」天皇など。「安徳台遺跡」は九州王朝の天子居城。「安徳」天皇と名乗る人物がいたことを示す

	6 6 2壬 戌
	九州白鳳２年
	○是歳、小錦守君大石等を大唐に遣はすと、云云。（等といふは、小山坂合部連石積・大乙吉士岐彌・吉士針間を謂ふ。蓋し唐の使人を送るか）。白村江の戦い前に近畿王権側の使者が唐に滞在中。（665年へ移動）
○8月。白村江の戦い。（▼旧唐書、新唐書は662年）
○9/23唐国、朝散大夫沂州の司馬上柱国劉徳高等を遣はす。等といふは、右戎衛・郎将・上柱国・百済禰軍・朝散大夫・柱国・郭務そうを謂ふ。凡て二百五十四人。七月二十八日に、対馬に至る。九月二十日に、筑紫に至る。二十二日に、表函（ふみひつ）を進（たてまつ）る。（第二回）（665年へ移動）
	斉明
８年
天智
元年
α群
	○白鳳二年、天智天皇の朝に仕える藤原虎丸が釈祚蓮を招いて武蔵寺を開基した。　　　　　　　（『筑前國続風土記拾遺』）
○α群：正統漢文

	6 6 3癸 亥
	九州白鳳３年
	○4/14佐賀吉野へ。白村江の戦直前の最後の閲兵。閲兵を行った人物は九州王朝内の誰か。（34年後の697年に移す）
○【白村江の戦】   
　　8月。海戦。▼旧唐書、新唐書は662年。

▼龍朔三年（663年）に至り、・・・・此の時倭国の船兵、来りて百済を助く。倭船千艘、停まりて白沙に在り。（『三国史記』新羅本紀7文武王11年・671年・新羅文武王の唐帝〈高宗〉への報告の一節）
▼百済王余豊、使を高句麗・倭国に遣わして師を乞う。・・・・是に於て仁師・仁願及び羅王金法敏、陸軍を帥（ひき）いて進む。・・・・倭人と白村江に遇う。四戦皆克ち、其の舟四百艘を焚く。煙炎天を灼（や）き、海水丹を為す。・・・・王子扶余忠勝・忠志等、其の衆を帥い、倭人と与（とも）に並び降る。（『三国史記』百済本紀六、義慈王紀）
	斉明
９年
天智２年
	○3月。二万七千人を率ゐて、新羅を打たしむ。
○「避城から州柔への戦」冬から春への陸戦。人麻呂はこの戦いに従軍していた。薩夜麻はいつどこで捕えられたか。
○8月。白村江の戦い・秋の海戦（旧唐書、新唐書では662年）大唐の軍将、戦船一百七十艘を率て、白村江に陣烈す。

	6 6 4甲 子
	九州白鳳４年
	▼唐の高宗は麟徳元年（664年）7月に、三年正月を期して泰山に封禅（ほうぜん）の儀を挙げる旨を天下に告げ、諸王は二年（665年）10月に洛陽へ、諸州刺史は同12月に泰山へ集まる事を命じた。（『旧唐書』）
○天智三年の｢唐人の計｣は高宗の封禅（ほうぜん）の儀。
○11月。百済鎮将劉仁願、熊津都督府熊山県令上柱国司馬法聰等を遣して、大山下境部連石積等を筑紫都督府に送る。（667年へ移動）
	天智
３年
	○5/17百済の鎮将劉仁願、朝散大夫郭務?等を遣はして、表函と献物とを進る。（第一回）（661年、白村江の戦いの一年前の話。671年の「３年ズレ問題」から。）
○5月、唐の使者の往来。天智10年まで6回。（書紀は白村江敗戦の翌年、天智3年664年から日本書紀の終わる持統11年697年までの34年間を改変。削除と挿入。）
○是歳、対馬嶋・壱岐嶋・筑紫国等に防（さきもり）と烽（すすみ）とを置く。又筑紫に大堤を築きて水を貯へしむ。名づけて水城（みづき）と曰ふ。（白村江の戦い以前の話。100年ほど前の話。）

	6 6 5乙 丑
	九州白鳳５年
	▼唐・高宗麟徳二年、『冊府元亀』、外臣部によれば、その八月以後、百済にあった劉仁軌も新羅・百済・耽羅・倭人ら四国の使いを領して西還し、泰山に赴いた。また同書、帝王部は、10月に洛陽を発った高宗に従駕した諸蕃酋長の中に東西アジア諸国と並べて倭国を挙げている。
　

	天智
４年
	○8月。達率答[火本]春初を遣して、城を長門の國に築（つ）かしむ。達率憶禮福留・達率四比福夫を筑紫國に遣して、大野及び椽（き）、二城を築かしむ。耽羅、遣して來朝（まうけ）り。（白村江の戦い以前の話。100年ほど前の話。）
○9/23唐国、朝散大夫沂州の司馬上柱国劉徳高等を遣はす（等といふは、右戎衛郎将上柱国百済禰軍・朝散大夫柱国郭務?を謂ふ。凡て二百五十四人。七月二十八日に、対馬に至る。九月二十日に、筑紫に至る。二十二日に、表函を進る）。（第二回）（662年の話・白村江の戦い以降）
○是歳、小錦守君大石等を大唐に遣
はすと、云云。（等といふは、小山坂合部連石積・大乙吉士岐彌・吉士針間を謂ふ。蓋し唐の使人を送るか）。（662年の話・白村江の戦い以降）

	6 6 6丙 寅
	九州白鳳６年
	○是歳。又大唐、郭務そう等二千余人を遣はせり（第三回）。
（669年に移動・３年ズレ）
	天智５年
	○是の冬に京都の鼠、近江に向きて移る。（661年の話）

	6 6 7丁 卯
	九州白鳳７年
	
	天智
６年
	○3/19都を近江に遷す。（661年の話）
○八月に、皇太子、倭京に幸す。
○11/9百済鎮将劉仁願、熊津都督府熊山県令上柱国司馬法聰等を遣して、大山下境部連石積等を筑紫都督府に送る。（664年の話）

	6 6 8戊 辰
	九州白鳳８年
	○1/12百済の鎮将劉仁願、李守真等を遣わして、表上（たてまつ）る。（671年に移動）
▼高句麗滅亡。
●12月「船王後（ふねのおうご）墓誌」　　（死亡年：辛丑641年、再葬年：戊辰668年である。辛丑701年、戊辰728年は成立しないか。）
	天智
７年
即位
元年
	○1月。天智天皇即位。 
○1月。宝鐸出土（近江国崇福寺建立の地から・扶桑略記）
○6月。伊勢王と其の弟王と、日接（しき）りて薨（みう）せぬ。（書紀白鳳3年661年6月にも伊勢王の薨ずる話あり。）
○7月。栗前王を以（も）て、筑紫率に拝（め）す。

	6 6 9己 巳
	九州白鳳９年
	
	天智８年
即位
２年
	○1月。蘇我赤兄、筑紫率。
○10/15鎌足に姓を賜ひて、藤原氏とす。　（天武13年、不比等の話か。）
○10/16藤原内大臣薨せぬ。
○是歳。又大唐、郭務?等二千余人を遣はせり（第三回）。（666年の記事をここへ）

	6 7 0
庚 午
	九州白鳳１０
	▼「又妄夸其国都方数千里」　　　　　　　（『新唐書』咸亨元年670年）
▼「又云其国界東西南北各数千里」　　　　（『旧唐書』日本の条）
	天智９年
即位
３年
	○4/30夜半後（あかつき）に、法隆寺に災（ひつ）けり。一屋も餘ること無し。大雨（ひさめ）ふり雷（いかづち）震（な）る。
○庚午年籍。

	6 7 1辛 未
	九州白鳳１１
	○【筑紫君薩夜麻帰国】
（米軍が天皇を占領政策遂行のため温存したように、唐が薩夜麻を活用して占領政策遂行。）（671年へ）
○天智の崩御で「従唐派（薩夜麻・大海人皇子）」と「対唐距離置き派（大友皇子・「？」）ができたのか。
  
	天智
１０
即位
４年
	○1/12百済の鎮将劉仁願、李守真等を遣わして、表上（たてまつ）る。しかし劉仁願は３年前に失脚して雲南に流罪。（668年から・３年ズレ問題。）
○6月。栗隈王（くるくまのおおきみ）を以て、筑紫率（つくしのかみ）とす。
○10月。「虎に翼を着けて放てり」
○11/10筑紫君「薩野馬」唐から帰国。対馬国府、使を筑紫大宰府に遣はして言ふ。「月生（た）ちて二日に、沙門道久・筑紫君薩野馬・韓嶋勝裟婆・布師首磐、四人、唐より来りて曰く『唐国の使人郭務?等六百人、送使沙宅孫登等一千四百人、総合（す）べて二千人、船四十七隻に乗りて、（下略）』」（第四回）。（671年から）

	6 7 2壬 申
	九州白鳳１２
	●「近年濡衣の塔の邊より石龕一箇掘出せり。白鳳壬申と云文字あり。龕中に骨あり。いかなる人を葬りしにや知れす。此石龕を當寺に蔵め置る由縁をつまびらかにせず。」(『筑前国続風土記附録』博多官内町海元寺)
●「白村江の敗戦」以降、九州から関東までの間の「木簡」や「伝承」等の分布の中に出現する「天皇」は、「筑紫の天皇」だった可能性が高い。
○日本書紀：然るに今、已むこと獲ずして、禍を承けむ。何（いかに）ぞ黙（もだ）して身を亡さむや【やむにやまれず説】
○古事記：夢の歌を開きて業（わざ）を纂（つ）がむことを相（あわ）せ、夜の水（かは）に投（いた）りて基（もとゐ）を承（う）けむことを知りたまひき。【企て説】
○10月。（九州で）飛鳥浄御原宮（あすかのじょうのみはらのみや）を營る。【「是歳＝十月」問題。】
【686年の改元、宮命名と矛盾する。】
	天武
元年
β群
	○5/12「甲冑弓矢を以て、郭務?等に賜ふ。是の日、郭務そう等に賜ふ物は、総合て[糸施]千六百七十三匹・布二千八百五十二端・綿六百六十六斤。5/28高麗、前部富加抃等を遣して調（みつき）進（たてまつ）る。5/30郭務そう等罷（まか）り歸りぬ。」
○5月。「近江京より、倭京に至るまで、処々に候（うかみ）を置けり。亦菟道（うじ）の橋守に命じて、皇大弟の宮の舎人の私粮を運ぶ事を遮しむ。」「朕、位を譲り世を遁るる所以は、獨り病を治め身を全くして、永に百年を終へむとなり。然るに今、
已むこと獲ずして、禍を承けむ。何（いかに）ぞ黙（もだ）して身を亡さむや」
○【壬申の乱】
　6/22～7/23・31日間（７月下旬～８月下旬・夏だ！）
○6/26大友皇子、東国・倭の京・筑紫・吉備國に遣す。磐手、廣嶋を殺。佐伯連男、筑紫大宰栗隈王に事を成すこと能わず。二の子、三野王・武家王、剣を佩きて側に立ちて・・・
○釈日本紀によると唐の軍事顧問団が天武軍に従軍している。
○「大分君恵尺」は「健在」だった。
○「是歳、宮室を岡本宮の南に營る。即冬に、遷りて居します。是を飛鳥浄御原宮と謂ふ。」
九月→是歳→冬十一月
○β群：倭習漢文


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	○葦那公高見薨（葦那真人大村墓誌の後岡本朝紫冠威奈鏡公と同一人か。）
	

	
	
	
	
	

	6 7 3癸 酉
	九州白鳳１３
	○2/8高良玉垂命、仏門に入る。
「御託宣ハ白鳳十三年也、天武天皇即位二年癸酉二月八日ノ御法心也」『高良記』（対唐距離置き派九州王朝内実力者「？」が仏門に入ったか。）
	天武
２年
	○【天武天皇即位】 　2/27
○3月。書生を聚へて始めて一切経を川原寺に寫したまふ。（639年の話。651年、味経宮で2100余の僧尼に一切経の法要をさせている。）
○12/5大嘗に侍奉せる中臣・忌部及び神官の人等、并て播磨・丹波、二つの国の郡司、亦以下の人夫等に、悉くに禄賜ふ。因りて郡司等に、各爵一級賜ふ。（近畿天皇家は、七世紀末、持統まで、統一中心権力者ではなかった。だから、大嘗祭は行ないえなかった。だから、書かれていない。その証拠が、天武紀のこの一節だ。→持統5年、即位2年）

	
	
	
	
	○坂本財臣卒・百済沙宅昭明卒
	

	
	
	
	
	

	6 7 4甲 戌
	九州白鳳１４
	
	天武３年
	○3/7対馬国司「銀始めて當國（このくに）に出でたり。即ち貢上（たてまつ）る。」凡そ銀の倭国に有ることは、初めて此の時に出（み）えたり。
○百済王昌成薨・紀臣阿閉麻呂卒

	6 7 5
乙 亥
	九州白鳳１５
	  
	天武
４年
	○1/4始めて占星臺を興つ。
○4月。広瀬・竜田祭の初見。　
○6/23大分恵尺、病。詔「私を背きて公に向きて、身命を惜しまず。」（憲法十七条の十五：「私に背きて公に向（ゆ）くは是臣之道矣。」）
○10/3使いを四方に遣して、一切経を覓める。（641年の話）

	6 7 6丙 子
	九州白鳳１６
	
	天武
５年
	○1/25詔して曰く、「凡そ国司を任けむことは、畿内及び陸奥・長門国を除きて、以外は皆大山位より以下の人を任けよ」とのたまふ。（642年の記事）○畿内・陸奥・長門 は高位の者を任命した。

	
	
	
	

	
	
	
	
	○栗隈王薨・物部雄君連卒・村國連雄依卒・大三輪眞上田子人君卒・坂田公雷卒

	6 7 7丁 丑
	九州白鳳１７
	●「小野毛人墓誌」（崇道神社の金銅銘版）「（表）飛鳥淨御原宮治天下天皇　御朝任太政官刑部大卿位大錦上　（裏）小野毛人朝臣之墓　營造、歳次丁丑年上旬、即葬」
	天武６年
	●「此中疑うべきこと二つあり。天武帝十三年に小野臣等五十三氏に姓を賜ひ朝臣と云。牌丁丑年に造時は、白鳳六（天武6）年也。朝臣を賜より前八年也。然るに小野朝臣と書するは何ぞや。亦続日本紀に小錦中毛人と書く。然るに牌に大錦上と有り。此二ついぶかし。」（伊藤東涯）
●持統朝以降の追納説。「毛人の子毛野の時代。」（東野治之）

	6 7 8
戊 寅
	九州
白鳳１８
	○九州王朝中枢地域に直下型大地震発生。高良山のある水縄山地の北側を東西に走る水縄活断層系が知られている。その活断層は曲水の宴遺構が出土した筑後国府跡のすぐ南側百メートルに比高差十メートルの崖として露出。
	天武
７年
	○12月。「是の月に、筑紫國、大きに地
動（なゐふ）る。地裂くること廣さ二丈、長さ三千餘丈。百姓の舎屋（やかず）、村毎に多く仆れ壊れたり。是の時に、百姓の一家、岡の上に有り。地動る夕に當りて、岡崩れて處遷れり。然れども家既に全くして、破壊るること無し。家の人、岡の崩れて家の避れることを知らず。但し會明（あけぼの）の後に、知りて大きに驚く。」
○稚狭王薨

	6 7 9己 卯
	九州白鳳１９
	
	天武８年
	○3/7天皇、越智に幸して、後岡本天皇陵を拝みたてまつりたまふ。
○11月。是の月に、初めて関を竜田山・大坂山に置く。仍りて難波に羅城を築く。（645年の話から）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	○紀臣堅麻呂卒・大分君稚見死・吉備大宰石川王薨・大伴杜屋連卒・葛城王卒・大宅王卒

	6 8 0
庚 辰
	九州白鳳２０
	
	天武９年
	○この頃、天武は「削偽定実」と言われる宣言をした（『古事記』序文から）。しかしこれは文武天皇の宣言ではないか。

	
	
	
	
	秦造綱手卒・星川臣摩呂卒・朴井連子麻呂卒・飛鳥寺の弘聰僧終・三宅連石床卒・舎人王卒・桑内王卒・恵妙僧終
	

	
	
	
	
	

	6 8 1辛 巳
	九州白鳳２１
	○9/16彗星見ゆ。（同じ彗星を、旧唐書では中国式星座名入りで書くが、書紀の記録には星座名がない。史記や前漢書に見られる古めかしい書き方だ。虚・危・孛・〔氏＋一〕中国式星座名。）
○9/17ケイゴク（火星）、月に入れり。（日本でしか見えない火星の掩蔽・エンペイ）
○谷川清隆、相馬充・国立天文台報、天文月報など
	天武
１０
	○多禰島（国）は京を去ること五千余里。（短里の例か。）
○3月。帝紀及び上古の諸事を記し定めしむ。
○9/16彗星見ゆ。
○9/17ケイゴク（火星）、月に入れり。
○阿倍夫人薨・當摩公豊濱薨・上毛野君三千卒

	6 8 2壬 午
	九州白鳳２２
	
	天武１１
	○9月。「跪礼・匍匐礼を止め、難波朝庭の立礼を用いよ」
○氷上夫人薨・舎人連糠虫卒・土師連眞敷卒・殖栗王卒・膳臣摩漏卒

	6 8 3癸 未
	九州
白鳳２３
	●①「和同開珎」は、中国（唐）の銅貨の“模倣”とみられているが、唐では「開元通宝」であり、「珎」ではない。②中国では（隋以前）、「宝」は「三宝」（仏法僧）の意（貴字）とされ、貨幣には使われなかった。③唐朝の第一代の天子、高祖は「反仏教政策」をとり、あえてこのタブーを犯した。“国家の貨幣、天子の発行物”こそが「宝」の字にふさわしい、という立場の表示であった。④これに対し、倭国側は、従来（中国の伝統仏教尊重）の立場を支持し、「宝」字を用いず、「珎」（＝珍）を使った。いわば「反唐（あるいは「非唐」）の立場」である。⑤「和同開珎」には“古和同”と“新和同”の二種類が存在するが、その二大別の「由来」がまったく不明である。⑥奈良県の西大寺出土の巨大銀銭として「賈行銀銭片」が存在するが、古事記、日本書紀、続日本紀とも、その肝心の銀銭制定の記事が存在しない。⑦通例「無文銀銭」と呼ばれている、滋賀県近江神宮出土の一六個。現物を熟視すると、そこには本来「文字らしきもの」が刻印されていて、“あとで”それが「削平」されていた状況が認められる。
	天武１２
	○4/15「今より以降、必ず銅銭を用ゐよ。銀銭を用ゐること莫れ」この銅銭が富本銭か。
○4/18「銀用ゐること止むること莫れ」
●富本銭の場合、従来の考古学編年でなく、放射能年代測定や年輪年代測定法で百年ぐらいあげた編年によれば天武の時であると考えると年代が合うという。飛鳥池遺跡富本銭出土・信州高森町にも富本銭出土（同町歴史民俗資料館）・和同開珎銀銭出土（飯田市）
○12/13伊勢王、天下に巡行きて、諸国の境界を限分ふ。（649年の話）
○12/17四の孟月に、必ず朝參せよ。・・・凡そ都城・宮室、一處に非ず。必ず兩參造らむ。故、先づ難波に都つくらむと欲ふ。（649年の話。683年、すでに前期難波宮は存在している。通説は難波宮改造記事とする。）
●富本銭・金銭「開基勝寶」・賈行銀銭片3.7cm・則天弘通・開化進寶・217年応神天皇17年の金銭と銀銭・407年反正天皇2年5月の銅銭・無文化銀銭・和同開珎2.4cm
○大伴連望多薨・高坂王薨・鏡姫王薨・大伴連男吹負卒

	6 8 4甲申
	朱雀元年
	○「兵乱海賊始起又安居始行」『二中歴』
○10/14東海・東南海・南海地震の同時発生。「朱雀」改元の理由か。人定（ゐのとき）に逮りて、大きに地震る。國擧りて男女叫び唱ひて、不知東西ひぬ。則ち山崩れ河涌く。諸国の郡の官舎、及び百姓の倉屋、寺塔神社、破壊れし類、勝て数ふべからず。是に由りて、人民及び六畜、多に死傷はる。時に伊豫湯泉、没れて出でず。土左國の田畑五十余萬頃、没れて海と為る（「～碆バエ」の欠如）。古老の曰はく、「是の如く地動ること、未だ曾より有らず。」といふ。是の夕に、鳴る聲有りて鼓の如くありて、東方に聞ゆ。人有りて曰はく、「伊豆嶋の西北、二面、自然に増益せること、三百余丈。更一の嶋と為れり。則ち鼓の音の如くあるは、神の是の嶋を造る響なり」といふ。（そのまま684年へ）
	天武１３
	○2/28広瀬王、大伴連安麻呂（714年没の人）、・・・等を畿内に遣して、都つくるべき地（應都）を視占しめたまふ（これは藤原宮関連か）。是の日に、三野王等を信濃に遣して、地形を看しめたまふ。是の地に都つくらむとするか。　（650年の話）
○3/9天皇、京師に巡行きたまひて、宮室之地を定めたまふ。（650年の話）
○4/5「来年の九月に必ず閲（けみ）せむ。因りて百寮の進止・威儀を教えよ。」「凡そ政要は軍事なり。」（650年の話）
○10/3伊勢王等を遣して、諸国の堺を定めしむ。（650年の話）
○10/14人定（ゐのとき・午後８時）に逮りて、大きに地震（なゐふ）る。（そのまま684年の話）
○飛鳥寺僧福楊自死

	6 8 5乙 酉
	朱雀２年
	
	天武１４
	○9/9天皇、旧宮の安殿の庭に宴す。（651年の話）
○9/11諸王を京及び畿内に遣して、各人夫の兵を校（かむが）へしめたまふ。（651年の話）
○9/15東海使者・東山使者。山陽使者・山陰使者。南海使者・筑紫使者。（651年の話）
○9/18天皇大安殿に御して・・博戯せしむ。（651年の話）
○10/10信濃に遣はして、行宮を造らしむ。（651年の話）
○10/12并廿人を以て、畿内の役に任す。（651年の話）
○10/17伊勢王等、亦東国に向る。（651年の話）
○11/2周芳の総令に儲用の鉄１万斤を送す。筑紫に儲用の物を送し下す。（651年の話）
○11/4四方の国に詔して曰く（「軍器」）私の家に存くべからず。咸に郡家に収めよ。（651年の話）
許勢朝臣辛檀努卒・當麻眞人廣麻呂卒・

	6 8 6丙 戌
	九州朱鳥元年
	○【前期難波宮焼失】
　1/14焼失による改元か。僧尼の公験資料も焼失か。724年の聖武天皇「白鳳より以来、朱雀以前、年代玄遠にして、尋問明め難し。」につながる。
○7/19「朱鳥元年の徳政令」
九州王朝公布。近畿天皇家、債権者として反発。九州王朝を滅ぼす決断。
○九州王朝影響下の豪族たちへの懐柔策。新王朝として公式追認（720年、日本書紀に記述）せざるをえなかった。
○7/20改元。
○9/9天武天皇崩御。
○10/2皇子大津謀反発覚。10/3賜死。
●10/15朱鳥元年十月十五日（九州王朝内の人物と思われる虎丸長者）虎丸卒す。毎年のこの日、武蔵村の村民七五家、虎丸の供養として地蔵會を催すようになった。虎丸の墓石が武蔵寺にある。（『筑前國続風土記拾遺』）（大化5年、649に蘇我倉山田麻呂大臣を讒言したとされている人物＝大臣の異母弟、蘇我臣日向。字、武蔵。身刺。とすると乙巳703年説は無理か。あるいは虎丸の子が日向か。日本書紀では貶められ、地元では祭られる人物とは誰か。）
○「仟陌町収始又方始」（『二中歴』「収」は「段」の誤写か。耕地面積の定めに関する九州王朝による行政的布告。）
▼「町・段を定む。中人平歩して両足相距つるを一歩と為し、方六十五歩を一段と為し、十段を一町と為す。」（『海東諸国記』は持統七年癸巳693年記事、朱鳥八年としている。）
	書紀朱鳥元年
天武１５
	○1/2大極殿に御して、宴を諸王卿に賜ふ。・・無端事（あとなしこと）を以てす。（九州白雉元年・652年記事を686年に持ってくる）
○1/14難波の大蔵省に失火して、宮室悉くに焚けぬ。
○1/16是日に、天皇、群臣に問ふに、無端事（あとなしこと）を以てす。（九州白雉元年・652年記事を686年に持ってくる）
○7/19詔して曰はく、「天下の百姓の貧乏（まず）しきに由りて、稲と資材とを貸（いら）へし者は、乙酉の年（天武14年685年）の12月30日より以前は、公私を問はず、皆免原（ゆる）せ」とのたまふ。
○7/20改元して朱鳥元年と曰ふ。〈朱鳥、此をば阿訶美苔利（あかみとり）といふ。〉仍りて宮を名づけて飛鳥浄御原宮（あすかきよみはら）と曰ふ。（672年壬申に同宮記事あり。）
○9/9天武天皇崩御。
○10/2皇子大津謀反発覚。10/3賜死。
○閏12月。筑紫大宰、献高麗・百済・新羅百姓男女、并僧尼六十二人。（百済660年滅亡、高麗668年滅亡なのに変だ。）
○10/15朱鳥元年虎丸卒す。（『筑前國続風土記拾遺』）

	
	
	
	
	○羽田眞人八國卒
	

	
	
	
	
	

	6 8 7
丁 亥
	九州
朱鳥２年
	○7/2「利息」についても免除する詔勅（九州王朝）。近畿王朝が『日本書紀』に朱鳥年号を正しくその位置に盗用せざるを得なかった理由。（そのまま687年に記述）
	年号無し
持統元年
	○1/19直広肆田中朝臣法麻呂と追大弐守君苅田等をして、新羅に使して天皇の喪を赴（つ）げしむ。　
○7/2詔して曰はく、「凡そ負債者、乙酉年（天武14年685年）より以前の物は、利（このしろ）収（と）ること莫（まな）。若し既に身を役（つか）へらば、利に役ふこと得ざれ」とのたまふ。（687年から）

	6 8 8
戊 子
	九州
朱鳥３年
	●鬼室集斯墓碑銘文「朱鳥三年戊子」（滋賀県蒲生郡日野町小野の鬼室神社）
	持統
２年
	○1/1 天武殯宮参り。　○11/4天武葬儀。（654年10月孝徳葬儀の話をここへ）
○11/5天武葬儀・蝦夷朝貢194余人。（654年10月孝徳葬儀の話をここへ）
○11/11 天武葬儀。　○12/12 蝦夷朝貢213人。（654年の話）

	6 8 9
己 丑
	九州
朱鳥４年
	●【那須直韋提碑（栃木県）】
「永昌元年己丑四月、飛鳥淨御原大宮、那須国造・追大壹を那須直韋提評督に賜わる。歳次は庚子年（700年）正月二壬子の日、辰節殄（みまか）る。故に意斯麻呂等碑銘を立て偲びて云う。」真の一大権力者は則天武后。
※天武天皇は死んでいる。
※持統天皇は即位していない。
※飛鳥淨御原大宮は誰か。九州王朝トップか。
	持統
３年
	○1/3蝦夷朝貢。山形南部蝦夷4人沙門（ほうし）と為らむと請（まう）す。（655年の話②「脂利・古男・麻呂・鐵折」）　
○1/18吉野行幸。（655年の話。初出。以降31回。持統11年まで。）
○5/22詔新羅弔使級餐金道那等曰、「太政官卿等、奉勅奉宣、二年、遣田中朝臣法麻呂等、相告大行天皇喪。・・・」（元年のはず。元年は九州年号の朱鳥二年。詔文中のため二年として残った。）

	6 9 0
庚 寅
	九州
朱鳥５年
	●都府楼の政庁Ⅱ期の造営（礎石式・北朝様式・老司２式瓦が主）
▼9月。則天武后が即位し国号を周と改める。
○10/22薩夜麻の冤罪を晴らした正木裕さん：持統四年、唐より帰国し、恩賞を与えられた大伴博麻の倭国への貢献は、氷連老らを筑紫君薩夜麻に謁見させ、彼の封禅の儀への参列を倭国に知らせたことであり、薩夜麻自身の帰国とは直接関係しないこと、従って薩夜麻が家臣を奴隷に売って帰国したとの解釈は、全くの冤罪であること。菩「薩」天子に対する仏教上の「捨身供養」。
	持統４年
　　即位元年
	○（即位元年を50年前の命長元年と対応させる。）　
○9/23大唐学問僧智宗・義徳・淨願、軍丁筑紫国上陽[口羊]郡大伴部博麻、従新羅送使大奈末金高訓等に従ひて、筑紫に還至れり。　
○10/22自己犠牲により筑紫君薩夜麻らを帰国させたとして博麻に恩賞を与える。　
○12/19 天皇、藤原に幸して宮地を觀（みそなは）す。
○11/11勅を奉りて始めて元嘉暦と儀
鳳暦とを行ふ。併用の意味。朔日干支は元嘉暦、日食予報は儀鳳暦による。　

	6 9 1辛 卯
	九州
朱鳥６年
	
	持統５年
即位２年
	○1/14「詔して曰わく、直広肆筑紫史益、筑紫大宰府典に拝されしより以来、今に二十九年。清白き忠誠を以て、あえて怠惰まず。是の故に、食封五十戸・ふとぎぬ十五匹・綿二十五屯・布五十端・稲五千束を賜う」
○8/13十八氏から先祖墓記上進させる。「諸家の齎る帝紀及び本辞」の一部か。　　
○10/27新益京（しんやくのみやこ）を鎮め祭らしむ。　
○「十一月の戊辰」に、大嘗（おほにへ）す。（下旬の卯の日のはず？「戊辰朔辛卯」のはず）（『日本書紀』において「大嘗祭施行記事」があるのは、持統天皇のみ。最初にして、最後である。→天武2年12月の大嘗は主でない。）

	6 9 2壬 辰
	九州
朱鳥７年
	○5/15「復（また）、大唐の大使郭務?が、御近江大津宮天皇（天智天皇）の為に造れる阿弥陀像上送（たてまつ）れ」筑紫大宰率河内王等に対する、持統天皇の詔。（そのまま692年の話。）これは大唐が派遣した中心人物の記事。「一片の造作」としての虚事などはあり得ない。 なんとなれば日本書紀は漢文であり、中国（唐）側に“見られる”ことを十分に“予想”した、“予想しすぎた”史書だからである。　　　　　　　　　　               (多元No34)
○日本書紀の「持統六年三月」項は「朱鳥日本紀」（万葉集所載）の記事からの「換骨奪胎」記事であった。
○七世紀末（白村江以後）
持統天皇の短期行幸（飛鳥から伊勢へ）
　↑
○七世紀中葉（白村江以前）
九州王朝天子「中皇命」の長期航海（太宰府から伊勢まで。往復、約五ヶ月）
	持統６年
即位
３年
	○1/12天皇、新益京の路を觀す。
○3/3浄広肆広瀬王・直広参当摩真人智徳・直広肆紀朝臣弓張等を以て、留守官とす。是に、中納言大三輪朝臣高市麻呂、其の冠位を脱ぎて、朝（みかど）に[敬の下に手]上（ささ）げて、重ねて諫（あは）めて曰く、農作の節、車駕、未だ以て動きたまふべからず」とまうす。辛未に、天皇諫（あはめ）に従ひたまはず、遂に伊勢に幸す。（『日本書紀』）
○右、日本紀（『朱鳥日本書紀』）に曰く、朱鳥六年壬辰の春三月丙寅の朔の戊辰、浄廣肆広瀬王等を以ちて、留守の官（つかさ）となす。ここに中納言三輪朝臣高市麿、その冠位（かがふり）を脱（ぬ）きて朝（みかど）に[敬の下に手]上（ささ）げ、重ねて諫（いさ）めて曰さく、農作（なりわい）の前に、車駕（きみ）未だ以ちて動くべからず。辛未、天皇諫（こと）に従はず、遂に伊勢に幸す。五月乙丑の朔の庚午、阿児の仮宮に御（いでま）すといへり。
（『万葉集』巻１・４４）　白村江以前の九州王朝の中皇命大旅行。
○5/15「復（また）、大唐の大使郭務そうが、御近江大津宮天皇（天智天皇）の為に造れる阿弥陀像上送（たてまつ）れ」筑紫大宰率河内王等に対する、持統天皇の詔。　　　　　　　（そのまま692年の話。）

	6 9 3己 巳
	九州朱鳥８年
	　
	持統７年即位４年
	○1/2百姓は黄衣、奴婢は黒衣。　

	6 9 4甲 午
	九州朱鳥９年
	  　
	持統８年
　　
　　即位５年
	○【丁亥】660年の4月17日吉野行幸記事。「夏四月の甲寅の朔戊午（5日）に、淨大肆を以て、筑紫大率河内王に贈ふ。并せて、賻物賜ふ。庚申（7日）に、吉野宮に幸す。丙寅（13日）に、使者を遣して、広瀬大忌神と龍田風神を祀らしむ。丁亥（丁亥：北野本・閣本。丁未：底本。）に天皇、吉野宮より至（かえりおは）します。庚午（17日）に律師道光に贈物贈ふ。」
○694年4月の「丁亥」は4月34日、「丁未」は4月54日となり、両方とも存在せず。660

年4月の「丁亥」は4月17日、「丁未」は4月37日。「丁未」はない。（660年の話）
○【藤原宮遷居】   12月
　（藤原宮遷居は倭王のためか。）
「12月。藤原宮に遷り居します。」

	6 9 5乙 未
	九州
大化元年
	○【九州大化元年を50年前に移し、書紀孝徳大化元年とする。】
○乙巳の変は６９５年に始まる九州王朝年号大化年間の出来事の可能性が高い。
○「初要集を覧るに、皇極天皇四年を大化元年と為す。（『二中歴』）」
	持統
即位６年
	●【藤原京遷都】  (都の中心に宮域を持つ『周礼』様式。一旦造った条坊と側溝を埋め立てて宮域としているという発掘調査がある。）
○遣新羅使小野毛野らが出発。

	6 9 6

丙 申
	九州大化２年
	○【皇太子奏請】
（九州王朝の天子または皇太子の禅譲の詞）「皇太子、使を使して奏請さしめて曰はく。「昔在の天皇等の世には天下を混し齊めて治めたまふ。今に及逮びては分れ離れて業を失ふ。國の業を謂ふ。天皇我が皇、萬民を牧ふべき運に屬りて、天も人も合應へて、厥の政惟新なり。是の故に、慶び尊びて、頂に戴きて伏奏す。現爲明神御八嶋國天皇、臣に問ひて曰はく、『其れ群の臣・連及び伴造・國造の所有る、昔在の天皇の日に置ける子代入部、皇子等の私に有てる御名入部、皇祖大兄の御名部入部彦人大兄を謂ふ。及び其の屯倉、猶古代の如くにして、置かむや不や』とのたまふ。臣、即ち恭みて詔する所を承りて、奉答而曰さく、『天に雙つの日無し。國に二の王無し。是の故に、天下を兼ね并せて、萬民を使ひたまふべきところは、唯天皇ならくのみ。別に、入部及び所封る民を以て、仕丁に簡び充てむこと、前の處分に從はむ。自餘以外は、私に駈役はむことを恐る。故、入部五百廿四口・屯倉一百八十一所を獻る』とまうす」とのたまふ。（646年3月へ移す）
○【廃評建郡】
　　準備期間（696年～701年）
○【大化の改新】
　詔勅は年号・日付入り。年号ごと50年遡上。九州王朝の「天下立評」時代、646年に「大化の改新」を持って行き、646年の「天下立評」はなかったものとする。（50年前の646年、書紀大化２年へ移す）
○近畿での条坊制の始まり（除太宰府）（条坊制を50年前の646年に施行したとする。）
	持統１０
即位
７年
	○【後皇子尊薨】  7/10　　
　　（高市皇子のこと。）

	6 9 7丁 酉
	九州大化３年
	☆日本古代の暦法の沿革・『日本暦日原典』内田正男編著から。　
☆欽明14年（553）6月百済に対し暦博士の交代進上を要求。暦本の献上も求めた。
☆欽明15年2月百済が暦博士貢上。　
☆推古10年（602）10月百済僧観勒が暦本・天文地理書・遁甲方術の書をもたらす。
☆推古12年。要略に「儒伝云、小治田朝（推古）12年歳次甲子正月戊申朔を以て始めて暦日を用いる」とある。　
☆持統4年（690）11/11始めて元嘉暦と儀鳳暦とを行ふ。併用の意味。朔日干支は元嘉暦、日食予報は儀鳳暦による。
☆文武元年（697）8月以降は、月朔も儀鳳暦で計算。（734年帰国の吉備真備、大衍暦をもたらす。）儀鳳暦は天平宝字7年（763）まで。　
☆天平宝字8年（764）からは大衍暦。大衍暦は、天安2年(858)の五紀暦まで行われる。
☆続日本紀の暦法は、前半が儀鳳暦、後半が大衍暦。
	持統１１
文武元年
	〇【軽太子の立太子】2月
　「高天原広野姫天皇十一年、立為皇太子」（『続紀』）?2/16「王子技別記曰、文武天皇少名珂瑠皇子。天武天皇皇太子草壁皇子尊之子也。持統天皇十一年春二月丁卯朔壬午〈十六日也〉、立為皇太子」（『続紀』私記）?2/28 直廣壹當麻眞人國見を以て、東宮大傅とす。・・・（『日本書紀』）　
○『古事記』序文の解釈。「歳大梁（酉年）に次（やど）り、月夾鐘（2月）に踵（あた）り、清原の大宮にして、昇りて天位に即（つ）きたまひき」（文武の即位は「藤原宮」ではなく「飛鳥浄御原」で行なわれている。）
○696年（九州大化2年）「皇太子奏請」禅譲の詞。
○697年（歳大梁月夾鐘）2月文武天皇近畿王家家長継承。697年（九州大化3年） 8月文武天皇即位。
○701年（大宝元年）九州王朝→近畿王朝。　
○4/14吉野行幸。（663年4/14の話）
○【禅天皇位】  8/1
　天皇、策を禁中に定めて、皇太子に禅天皇位りたまふ。　
○8月。朔日干支・書紀は乙丑（元嘉暦）・続紀は甲子（儀鳳暦）。8月以降は、月朔も儀鳳暦で計算。儀鳳暦は天平宝字7年（763年）まで。　
○文武元年即位の話を孝徳元年に貼り付けた。
　「皇極→孝徳」≒「持統→文武」

	6 9 8戊 戌
	九州大化４年
	
	文武２年
	○大宰府に大野・基肄・鞠智三城を修治させる。
○7/7笞法の制を定める。
○12/5対馬で金を精錬。

	6 9 9
己 亥
	九州
大化５年
	●大化五子年土器「大化五子年二月十日」（茨城県岩井市矢作の冨山家・色川三中著『野中の清水』清宮秀堅著『下総旧事考』）干支一年ズレ。
	文武
３年
	○5/24役小角を伊豆に流す。
○7/19たね・やく・奄美・度感の人が来貢。
○10/27巡察使を諸国に遣わす。
○12/20鋳銭司をおく。

	7 0 0庚 子
	九州
大化６年
	●那須直韋提碑（栃木県）「永昌元年己丑四月、飛鳥淨御原大宮、那須国造・追大壹を那須直韋提評督に賜わる。歳次は庚子年（700年）正月二壬子の日、辰節殄（みまか）る。故に意斯麻呂等碑銘を立て偲びて云う。」　♦♦真の一大権力者は則天武后♦♦
	文武
４年
	○那須国造の韋提の死。
○道昭の死（火葬の始）
○6/17刑部親王・藤原不比等らに律
令を撰定させる。
○10/8製衣冠司をおく。

	7 0 1
辛 丑
	九州
大化７年
	○【郡制への準備期間】（696年～701年）
　　  700年以前は 「評」
　　  701年以降は 「郡」
射場木簡・藤原宮木簡による。
○【郡】というのは唐を含む北朝側の行政制度。都督というのは、南朝劉宋の歴史書に出てくる南朝の行政制度。
日本書紀の立場：「南朝から任命された都督は偽りの都督であり、筑紫に残った都督府も、偽りの都督府である。その都督に任命された評督も偽りの評督である。関東から九州まで居た評督は偽りの評督である。ちらちら痕跡が残っているけれども、実は偽りの評督が残ったに過ぎない。その評督の下の行政単位も評だから、評という制度も偽りである」
○【大化の改新】
　　大化の改新の詔勅完了。
○已上百八十四年、年号三十一代、〈欠字〉年号。只人有りて伝え、「大宝自り始めて年号を立つ」と言而已（のみ）『二中歴』
▼「日本国、使を遣わし、其の大臣朝臣、人を貢し、方物を貢す」（『冊府元亀』長安元年701年）
●12/3「船王後没」。「船王後墓誌」の銘板を次のように見たかったが無理だった。
　　701年辛丑←641年辛丑（通説）
　　728年戊辰←668年戊辰（通説）
	大宝元年
文武５年
	○【大宝元年】春正月乙亥の朔、天皇、大極殿に御しまして朝を受けたまふ。その儀、正門に烏形の幢を樹つ。左は日像・青竜・朱雀の幡、右は月像・玄武・白虎の幡なり。蕃夷の使者、左右に陳列す。文物の儀、是に備れり。（『続日本紀』）
　
○「持統天皇（祖母）→（孫）文武天皇」を「天照大神（祖母）→（孫）ニニギノミコト」とみなすことで「格」を受け継いだとする。
　　
○３月「大宝建元」
○【大宝律令】
○藤原京木簡には九州・四国の木簡出土が皆無。ナゼ？（田中卓論文）

	7 0 2壬 寅
	九州大化８年
	▼【日本国】 中国が天皇家を日本列島の主人公として認証。「倭国。武皇后改めて日本国と曰う。」（『史記』夏本紀、張守節の注釈、正義）
▼●遣唐使：粟田真人。「好く経史を読み、属文を解し、容止温雅なり」中国で出土した墓誌に「日本来庭」（唐代墓誌考釈八則）あり。この時の遣唐使達を言う。
	大宝２年　　　　文武６年
	○12/22持統天皇崩御。
○遣唐録事・山上憶良「在大唐時憶本郷歌：いざ子ども　早く日本へ　大伴の御津の浜松　待ち恋ひぬらむ」（『万葉集』）。
○留学僧・弁正「在唐憶本郷：日の辺りに日本をながめ、雲の裏に雲端を望む」（『懐風藻』）第７次。

	7 0 3癸 卯
	九州
大化９年
	○続日本紀703年記事。閏四月辛酉朔に右大臣阿部朝臣御主人（みうし）逝去。（九州王朝系重臣粛清か。54年前の649年に移す。）　
○703年のできごと→日本書紀649年記事。
「三月乙巳朔辛酉（17日）。左大臣・阿部大臣逝去。朱雀門挙哀（こあい）。」（703年の藤原宮記事、閏四月辛酉朔を干支付きで649年に移したため三月乙巳朔辛酉になる。）　
○日本書紀649年記事。3/24右大臣・蘇我倉山田石川麻呂、讒言される。3/25大臣の首を斬らしむ。（「斬」、「絞」、「資材を収む」、「大宰帥」から考えると703年の話か。）
	大宝３年
文武７年
	○「閏四月辛酉の朔、天下に大赦す。・・・是の日、右大臣従二位阿倍朝臣御主人（みうし）薨（こう）しぬ。」（『続日本紀』）　
○日本書紀649記事←703年のできごと。
　　
649年三月乙巳朔辛酉3/17
　　　 　↑    （四月乙卯朔辛酉4/7）
　　　 　↑
　　　　続日本紀記事
　　703年閏四月辛酉の朔4/1
○（二つの乙巳）
   ①649年（703年4月辛酉朔）
3月乙巳朔辛酉。
   ②705年（乙巳年）
則天武后の死≒皇極譲位。

	7 0 4甲 辰
	大長
元年
	○天子が九州に遷り、「大長」と改元。大長年号704年～712年（『開聞古事縁起』）（開聞古事縁起に”大長元年に天子が太宰府に帰還した”記事がある。）
○粟田真人帰朝。
	慶雲
元年
文武８年
	○【始めて藤原宮地を定む】
 　　　11/20（『続日本紀』）
○文武が初めて「藤原の宮」の主となる。
○年号を「慶雲」に改元。九州王朝年号の名前をひきずっていた「大宝」から決別。唐の承認をうけ外交的にも認められ、名実ともに日本国の支配者となる。
○右大臣従二位阿倍朝臣御主人の功封（くうふう）百戸の四分が一は、子従五位上広庭に伝えしむ。

	7 0 5
乙 巳
	大長
２年
	▼則天武后の死（ 乙巳の変として60年前の645年に移す）
○（二つの乙巳）
①649年3月乙巳朔辛酉（703年4月辛酉朔） ②705年（乙巳年）則天武后の死≒皇極譲位
	慶雲
２年
文武９年
	○4/17大納言4人を2人とし中納言3人をおく。
○5/7刑部（忍壁）親王の死。
○10/30新羅の貢調使が来る。
○12/19婦女髻髪の制を定む。

	7 0 6丙 午
	大長３年
	
	慶雲３年
文武１０
	○2/16群臣の食封を定め七条の制を下す。○3/14王公諸臣らの山野独占を禁じる。
○9/15田租の法を定む。

	7 0 7丁 未
	大長
４年
	○「柿本人丸者在石見。持統天皇問曰對丸者誰。答曰人也。依之曰人丸。大長四年丁未、於石見国高津死。」（運歩色葉集・元亀二年・1571年） 
	慶雲４年
文武１１
元明
	○【軍器・放伐】 山沢に亡命して軍器を挟蔵し、百日までに首（もう）せずんば、罪に復すること初の如くす。（『続日本紀』）
○6/15文武崩御。
○7/17文武生母、元明天皇即位。

	7 0 8戊 申
	大長
５年
	
	和銅元年
元明
	○【禁書・放伐】 山沢に亡命して禁書を挟蔵し、百日までに首（もう）せずんば、罪に復すること初の如くす。（『続日本紀』）
○5/11始めて銀銭（和同銀銭）を行ふ。 「和同開珎・わどうかいちん」

	7 0 9
己 酉
	大長
６年
	
	和銅２年
元明
	○1/25銀銭を私鋳した者と、銀銭に細工を加えて利を求めた者に科する刑を定めた詔。「国家の政を為すは、兼ね済ふを先に居う。虚を去り実に就くは、其れ理然なり。向に銀銭を頒ちて、前の銀に代へたり。また銅銭並び行ふ。此奸盗利を逐ひ、私に濫りに鋳ることを作して、公銭を紛乱せり。今より以後、私に銀銭を鋳る者は、その身は没官、財は告人に入れよ。濫りに利を逐ふことを行ふ者は、加杖二百、加役徒に当てよ。情を知りて告さぬ者は、各与同罪」
○8/2銀銭を廃めて、一ら銅銭を行はしむ。

	7 1 0
庚 戌
	大長７年
	
	和銅３年元明
	○【始めて都を平城に遷す】　3/10
○9/18天下の銀銭を禁（とど）む。

	7 1 1辛 亥
	大長
８年
	
	和銅
４年
元明
	●3/9多胡碑碑文（弁官符上野国片岡郡緑野郡甘良郡并三郡内三百戸郡成給羊成多胡郡和銅四年三月九日甲寅宣左中弁正五位下多治比真人太政官二品穂積親王左太臣正二位石上尊右太臣正二位藤原尊）?羊に給う。一人称の文体?改竄された四分の一史料。二、三、四面とも、人工剥落。
○「和銅4年9月18日を以て臣安万侶に詔し、稗田阿禮の誦する所の勅語の旧辞を撰録し、以て献上せしむ。」（古事記序文）　
○10/23蓄銭叙位令。

	7 1 2壬 子
	大長９年
九州
年号
終了
	○「天武天皇御宇天長九年壬子六月一日・・・」（伊予三嶋縁起・大長九年壬子か。）
○【一大決戦・放伐】
　この年に九州王朝の息の根を止めるような一大決戦があったと推測される。（713年記事から推測。）
	和銅
５年
元明
	○1/28『古事記』献上（古事記序文）
○9/23出羽国をおく。
○12月。調庸の銭納を認める。

	
	
	
	

	
	
	
	
	

	7 1 3癸 丑
	和銅６年
元　　明
	○【受勲の詔勅】 ７月「隼賊を討った将軍・士卒等一千二百八十余人に受勲した」 （『続日本紀』）    
○大隅国設置（九州王朝最後の領地）と征隼人将軍らへの恩賞記事。（『続日本紀』）
○7/6銅鐸発掘（正史における「銅鐸」の初見。天智7年「宝鐸」出土）

	7 1 4甲 寅
	和銅７年
元　　明
	○2/10紀清人らに国史を撰ばせる。

	7 1 5乙 卯
	霊亀元年
元　　正
	○【元正天皇の即位】  　9/2
○10/7飢饉に備えて麦を植えさせる。

	7 1 6丙 申
	霊亀２年
元　　正
	○5/16諸国の高句麗人を集めて武蔵国に高麗郡をおく。
○8/12多治比県守を遣唐使に任じ、吉備真備らを留学生とする。

	7 1 7丁 巳
	養老元年
元　　正
	○【兵器・放伐】山沢に亡命し、兵器（つはもの）を蔵禁（ぞうきん）して、百日（ももか）首（もう）さぬは、復（また）罪（つみな）ふこと初（はじめ）の如くす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『続日本紀』）

	7 1 8戊 午
	養老２年
元　　正
	○藤原不比等が養老律令を制定。
○9/23法興寺（元興寺）を平城京に移す。

	7 1 9己 未
	養老３年
元　　正
	○2/5粟田真人の死。　　
○7/13按察使をおく。 
○12/5初めて婦女の服制を制定。

	7 2 0庚 申
	養老４年
元　　正
	○3/4大伴旅人を征隼人持節大将軍に任命。  
○5/9「是より先、舎人親王、勅を奉けたまはりて日本紀を修む。是に至りて功成りて、奏上ぐ。紀三十巻、系図一巻なり。」（『続日本紀』）   
○8/3藤原不比等の死。
○9/29多治比県守を持節征夷将軍に任命。阿倍朝臣駿河を持節鎮狄将軍。

	7 2 1
辛 酉
	養老５年
元　　正
	○1/29天下の百姓をして、銀銭一を銅銭二十五に当て、銀一両を一百銭に当てて行ひ用ゐしむ。（銀銭四＝銀一両＝一百銭）   
○12/7元明天皇崩御。

	7 2 2壬 戌
	養老６年
元　　正
	○2/27銀一両を二百銭に改める。銭価の低落、物価の騰貴を示す。
○7/19蕎麦と大麦・小麦の栽培を奨励。

	7 2 3癸 亥
	養老７年
元　　正
	○2/2筑紫に観世音寺を建立させる。
○4/17三世一身法。
○7/7太安万侶の死（墓誌は7/6）。　
○11/2奴婢の12歳以上の者に口分田を授ける。

	7 2 4甲 子
	神亀元年
聖　　武
 
	○【聖武天皇の即位】   2/4
○4/7藤原宇合を征蝦夷持節大将軍に任命。
○3月庚申朔庚申？3/25なら甲申。流配（るはい）の遠近（をんごん）の程（みちのり）を定む。伊豆・安房・常陸・佐渡・隠岐・土左を遠（をん）とし、諏訪・伊豫を中（ちう）とし、越前・安藝を近（こん）とす。　　　　　　　　　　　　
【アサヒはトオイ水中エアコン】　
【アサヒはトオイ遠中近、承久変後は遠流一種なり】
○【白鳳より以来、朱雀以前】
　　１０月。聖武天皇自らが「白鳳」「朱雀」という九州年号の存在を前提として発言。「白鳳より以来、朱雀以前、年代玄遠にして、尋問明め難し。亦所司の記注、多く粗略有り。一たび見名を定め、仍て公験を給へ」（九州王朝時代の僧尼の名籍と実際とが一致しないため、新たに名籍を定めて運用するようにとの、聖武天皇自らの判断）『続日本紀』神亀元年
○【「白鳳以来～朱雀以前」と期間限定しているのはなぜか。前期難波の宮焼失時、保管されていただろう僧尼の公験資料（白鳳以来～朱雀以前の資料）が焼失したのではないか。】　　
○11/8五位以上と富者に瓦葺丹塗を許す。

	7 2 5乙 丑
	神亀２年
聖　　武
	○1/4陸奥の俘囚を伊豫・筑紫・和泉に配する。

	7 2 6丙 寅
	神亀３年
聖　　武
	

	7 2 7
丁 卯
	神亀４年
聖　　武
	○「秋七月丁酉筑紫諸国庚午籍七百七十巻以官印々之」

	7 2 8戊 辰
	神亀５年
聖　　武
	●12月。「船王後（ふねのおうご）墓誌」（大坂府柏原市、4世紀の前方後円墳松岳山古墳山上から江戸時代出土、三井高遂氏蔵）「惟（おも）ふに舩氏、故王後首（おびと）は是舩氏中祖　王智仁首の児那沛故首の子なり。乎娑陀（おさだ）の宮に天の下を治（し）らしし天皇の世に生まれ、等由羅（とゆら）の宮に天の下を治らしし天皇の朝に奉仕し、阿須迦（あすか）の宮に天の下を治らしし天皇の朝に至る。天皇、照見して其の才異にして仕へて功勳有りしを知り、勅して官位、大仁、品第三を賜ふ。阿須迦天皇の末、歳次辛丑十二月三日庚寅に殯亡しき。故戊辰十二月に松岳山上に殯葬し、婦の安理故（ありこ）の刀自（とじ）と共に墓を同じうす。其の大兄、刀羅古（とらこ）の首（おびと）の墓、並びに作墓するなり。即ち万代の霊基を安保し、永劫の寶地を牢固（ろうこ）せんがためなり。」
船王後歳次辛丑12/3殯亡----701年辛丑（？説）←641年辛丑（通説）
　    戊辰12月松岳山上に殯葬----728年戊辰（？説）←668年戊辰（通説）
　 
乎娑陀（おさだ）の宮→等由羅（とゆら）の宮→阿須迦（あすか）の宮
　　　　　常色             　白雉                  白鳳

	7 2 9己 巳
	天平元年
聖　　武
	●2/9墓誌を有する小治田安万侶の墓地から和同開珎銀銭が出土。
○2/12長屋王自殺。 
○8/10光明子立后（「楽毅論」東晋〈南朝〉・王羲之）

	7 3 0
庚 午
	天平２年
聖　　武
	

	7 3 1辛 未
	天平３年
聖　　武
	

	7 3 2壬 申
	天平４年
聖　　武
	

	7 3 3癸 酉
	天平５年
聖　　武
	

	7 3 4甲 戌
	天平６年
聖　　武
	○帰国の吉備真備、大衍暦をもたらす。

	7 3 5乙 亥
	天平７年
聖　　武
	

	7 3 6丙 子
	天平８年
聖　　武
	○葛城王を臣籍に降し橘諸兄と称する（栗隈王→三野王→橘諸兄）。
○2009/12／05小林さん引率の「玉水に小野小町と橘諸兄墓を訪ねる」ハイキングで発見。西村さん即席講演、拍手。禅譲説に一石を投ずる。井手町の井堤寺跡・JR玉水駅東スグ。石碑：大伴家持歌。12門の存在。門号氏族。

	7 3 7丁 丑
	天平９年
聖　　武
	

	7 3 8
戊 寅
	天平１０
聖　　武
	○1/13橘諸兄、正三位で右大臣。
○「鷹犬」と「鷹匠」が、「筑後」から「大和」へ“献上”（正倉院文書）。
○正倉院文書（奈良）の正税帳において「筑後国」の部では、他の諸国とは異なり、「当代最高の技術者（銅竈やロクロ造り、お鷹狩り）や技術犬（お鷹犬）」などが献上。その上、「買」の名目ながら、白玉<真珠>（113枚）・紺玉（71枚）・縹玉<ガラス製 >（933枚）・緑玉（42枚）・赤勾玉（7枚）・丸玉（1枚）・竹玉（2枚）・勾縹玉（1枚）という、当代最高の産物が、おびただしく「献上」させられていた。
○駿河国正税帳に「竺紫史君足」とある。

	7 3 9己 卯
	天平１１
聖　　武
	

	7 4 0
庚 辰
	天平１２
聖　　武
	○9/3藤原広嗣の乱。

	7 4 1辛 巳
	天平１３
聖　　武
	○1/1聖武天皇が恭仁京で朝政をとる。　
○3/24国ごとに国分寺・国分尼寺を設けさせる。　
○12/10能登国を越中国に併合。　
○12月安房国を上総国に併合。

	7 4 2壬 午
	天平１４
聖　　武
	○1/5大宰府を廃む。　
○8/27紫香楽宮に行幸したまふ。　
○9/17巡察使（じゅんさちし）を七道（しちどう）の諸国（くにぐに）に遣（つかは）す。

	7 4 3癸 未
	天平１５
聖　　武
	○5/5橘諸兄、従一位で左大臣。「左大臣橘卿を寿かむが為に預め作る歌（大伴家持）」万葉集には諸兄や奈良麻呂の宅に集まった人々の歌が収められている。大伴家持との関係は親密であった。

	7 4 4甲 申
	天平１６
聖　　武
	○【難波宮を都と定める】  2/26

	7 4 5乙 酉
	天平１７
聖　　武
	○5/2都を平城にもどす。　
○6/5大宰府を復する。　
○11/2玄昉を筑紫に左遷。

	7 4 6丙 戌
	天平１８
聖　　武
	○6月、筑紫の観世音寺が竣工。

	7 4 7丁 亥
	天平１９
聖　　武
	○9/29東大寺大仏の鋳造を始める。

	7 4 8戊 子
	天平２０
聖　　武
	○4/21元正天皇崩御。4/28佐保山で火葬。

	7 4 9己 丑

	天平感宝
元　　年
天平勝宝
元　　年
孝　　謙
	○2/22陸奥から初めて黄金を献じる。   
○4/1東大寺に行幸し大仏を礼拝する。聖武天皇、自らを「三宝の奴」と称する（『続日本紀』宣命）。　
○7/24東大寺大仏の鋳造が終わる。

	7 5 0庚 寅
	天平勝宝
２　　年
孝　　謙
	○3/10駿河国守が黄金を献じる。
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